
決
意

新
た

に
…

平
成

3
0
年

成
人

式
…

（
1
/3

 町
文

化
セ

ン
タ

ー
）

平
成

3
0
年

(2
0
1
8
) 2

 月
 1

 日
発

行
　

　
編

集
・
発

行
  〒

７
８
１

-６
４
２
１

 高
知

県
安

芸
郡

安
田

町
役

場
　

☎
㈹

０
８
８
７

－３
８

－６
７
１
１

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
h
ttp

://w
w

w
.to

w
n
.ya

su
d
a
.ko

c
h
i.jp

/
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 F
A

X
０
８
８
７

－３
８

－６
７
８
０

安
田
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
安
田
朗
」

あ
ん
た
ろ
う

ⓒ
安
田
町

日
本
一
の
鮎
が
棲
む
ま
ち

平
成

3
0
年（

2018
年

）

N
o
.6

2
6

男

合
　

計

女

世
帯

数

１
,３
４
２

人
（

－
２

）

２
,７
４
８

人
（

－
２

）

１
,４
０
６

人
（

±
０

）

１
,２
９
４

世
帯
（

－
１

）

2
人

口
・

世
帯

状
況

 2
9
年

1
2
月

末
時

点
（

前
月

比
）

②
　

成
人

式

③
　

消
防

出
初

め
式

・
火

鎮
祭

⑨
　

中
芸

地
域

の
日

本
遺

産
魅

力
発

信
便

り

⑫
　

臨
時

職
員

募
集

⑱
～

㉙
　

議
会

だ
よ

り
（

第
15

2
号

）
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平成３０年 成 人 式

　
１
月
３
日
、
平
成
３０
年
成
人
式

（
町
教
育
委
員
会
主
催
）
を
町
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
２３
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
　

　
式
典
で
は
、
黒
岩
町
長
が
「
い

つ
の
時
代
も
、
未
来
を
切
り
開
い

て
い
く
の
は
若
者
の
あ
ふ
れ
る
創

造
力
と
行
動
力
で
す
。
今
後
の
人

生
を
心
豊
か
に
歩
ん
で
い
く
た
め

に
も
、
皆
さ
ん
が
問
題
に
臆
す
る

こ
と
な
く
、
自
分
の
目
標
に
向
か

い
、
揺
る
ぎ
な
い
信
念
と
決
意
を

持
っ
て
立
ち
向
か
わ
れ
る
こ
と
を

強
く
念
じ
て
い
ま
す
。
〝
ふ
る
さ

と
〞
安
田
町
に
誇

り

と

愛

着

を

持

ち
、
積
極
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
加

さ
れ
、
新
し
い
時

代
の
安
田
を
切
り

開
い
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
、
彼
ら

に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表

し
て
有
澤
大
和
さ

ん
（
不
動
）
が
「
本

日
、
成
人
式
と
い

う
人
生
の
節
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
こ
れ

ま
で
た
く
さ
ん
の

愛
情
を
注
ぎ
育
て
て
く
れ
た
家
族

を
は
じ
め
、
共
に
歩
ん
で
き
た
友

人
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
い
ろ
い
ろ
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
や
地
域

の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
そ
の

方
々
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
は
成

人
と
し
て
の
自
覚
を
常
に
忘
れ

ず
、
責
任
あ
る
行
動
と
人
を
思
い

や
る
優
し
い
心
を
持
っ
て
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　
新
成
人
紹
介
で
は
、
一
人
ず
つ

抱
負
や
近
況
を
報
告
し
、
会
場
は

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　
式
典
後
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ラ

ポ
ー
ル
で
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講

習
が
行
わ
れ
、
新
成
人
た
ち
は
楽

し
そ
う
に
談
笑
し
な
が
ら
、
コ
ー

ス
料
理
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

（
式
典
に
出
席
さ
れ
た
新
成
人
の

皆
さ
ん
）

　
有
岡
　
雅
史
　
　
有
澤
　
大
和

　
井
上
　
亮
汰
　
　
伊
吹
　
成
美

　
岩
佐
　
大
瑚
　
　
植
田
　
豊
紀

　
大
西
　
智
大
　
　
小
笠
原
優
也

　
北
村
　
翔
太
　
　
清
岡
　
夏
好

　
黒
岩
　
理
央
　
　
川
内
祐
美
子

　
坂
本
　
　
雛
　
　
白
石
　
里
志

　
武
内
　
弘
成
　
　
中
島
　
鮎
香

　
中
島
銀
治
郎
　
　
中
島
　
千
晶

　
中
野
　
志
保
　
　
那
須
い
ず
み

　
濵
口
　
隼
太
　
　
平
山
　
仁
基

　
吉
村
　
翔
太

（
敬
称
略
）

し
ょ
う
た

ま
さ 

し

り
ょ
う
た

な
る 

み

や
ま
と

あ
つ 

き

だ
い 

ご

と
も
ひ
ろ

ゆ
う 

や

し
ょ
う
た

な
つ 

み

り  

お

ゆ  

み  

こ

さ
と 

し

ひ
な

ひ
ろ
な
り

あ
ゆ 

か

ち 

あ
き

ぎ
ん 

じ 

ろ
う

し  

ほ

は
や 

た

よ
し 

き

新成人謝辞（有澤大和さん）成人を祝して乾杯！

熱心にテーブルマナー講習を受ける新成人たち

や
ま
と



③ 広 報 や す だ 平成30年（2018） 2 月 1 日No.626

　
１
月
１４
日
、
恒
例
の
中
芸
消
防

出
初
め
式
が
中
芸
広
域
連
合
消
防

本
部
（
田
野
町
）
で
行
わ
れ
、
中

芸
５
町
村
の
消
防
団
員
、
中
芸
消

防
署
員
、
県
、
中
芸
広
域
連
合
、

町
村
関
係
者
ら
約

１８０
人
が
参
加
し
、

中
芸
広
域
連
合
長
あ
い
さ
つ
、
来

賓
者
祝
辞
の
後
、
服
装
・
機
械
器

具
点
検
と
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
場
所
を
奈
半
利
川

河
川
敷
（
二
十
三
士
公
園
対
岸
）

に
移
し
、
各
町
村
消
防

団
員
に
よ
る
一
斉
放
水

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
放

水

披

露

後

に

は
、

安
田
八
幡
宮
で
火
鎮
祭

を
行
い
、
中
芸
消
防
署
、

町
消
防
団
、
消
防
Ｏ
Ｂ
、

議
会
や
町
執
行
部
の
各

代
表
が
神
前
に
玉
ぐ
し

を
さ
さ
げ
て
、
町
内
の

安
全
と
消
防
団
員
の
健

勝
を
祈
願
し
ま
し
た
。

団
員
の
皆
さ
ん
は
活
動

服
に
身
を
包
み
、
防
災
・

防
火
へ
の
決
意
を
強
め

て
い
ま
し
た
。

　
町
消
防
団
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【
退
団
さ
れ
た
方
】

安
田
分
団

　
筒
井
　
識
真
（
Ｈ
２９
・ 

９
・
３０
）

　
久
保
田
栄
次
（
Ｈ
２９
・
１０
・
３１
）

東
島
分
団

　
齊
藤
　
友
則
（
Ｈ
２９
・ 

７
・
３１
）

　　
本
町
の
防
火
・
防
災
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

【
新
た
に
入
団
さ
れ
た
方
】

安
田
分
団

　
南
　
宏
樹
　
（
Ｈ
２９
・
１１
・
１
）

　
本
町
の
守
り
役
と
し
て
、
多
方

面
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

（
以
上
、
敬
称
略
）

『火の用心　ことばを形に　習慣に』

消
防
出
初
め
式
・
火
鎮
祭
防
火
・
防
災
を
誓
っ
て
！

平
成
30

年
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１２
月
２
日
か
ら
１２
月
１０
日
ま
で
、
町
文
化

セ
ン
タ
ー
で
第
２４
回
寧
浦
全
国
色
紙
展
が
開

催
さ
れ
、
最
高
賞
の
岡
本
寧
浦
賞
を
、
町
文

化
セ
ン
タ
ー
教
室
生
（
書
道
）
の
伊
藤
喜
代

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
ほ
か
、
教
室
生
４
人
が
、

奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
書
画
愛
好
家
の
ほ
か
、
招
待

作
家
な
ど
の
作
品
計
３
３
３
点
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
田
野
町
の
空
谷
記
念
田
野
全
国
水

墨
画
展
、
北
川
村
の
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書

展
と
の
「
三
町
村
合
同
書
画
展
」
と
し
て
開

催
さ
れ
た
色
紙
展
に
は
、
東
京
都
を
は
じ
め

全
国
各
地
か
ら
鑑
賞
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
岡
本
寧
浦
賞

　
「
雲
聳
奇
峰
」 

伊
藤
喜
代
　
　
田
野
町

　
高
松
小
埜
賞

　
「
花
（
１
）
」 

野
島
容
子
　
　
香
南
市

　
清
岡
治
之
助
賞

　
「
文
史
縦
談
」 

原
田
由
岑
　
　
大
阪
府  

　
石
田
英
吉
賞

　
「
廻
」 

髙
橋
雨
香
　
　
高
知
市

　竹
本
土
佐
太
夫
賞

　
「
秋
」 

柳
橋
伸
和
　
　
東
京
都

　
高
知
県
知
事
賞

　
「
田
野
町 

岡
御
殿
」

深
瀬
弦
子
　
　
い
の
町
　

　
高
知
県
教
育
長
賞

　
「
弧
」 

中
村
荷
香
　
　
南
国
市

　
安
田
町
長
賞   

　
「
鶴
聴
碁
」 

花
谷
霞
　
　
　
大
阪
府

　安
田
町
議
会
議
長
賞

　
「
山
中
無
暦
日
」 

酒
井
和
子
　
　
神
奈
川
県

　
安
田
町
教
育
長
賞

   

「
つ
ば
く
ら
め
」 

大
原
久
子
　
　
越
知
町

　
土
佐
鶴
賞

　
「
寿
山
福
海
」  

西
尾
白
汀
　
　
鳥
取
県

　
「
醫
」 

宮
原
連
水
　
　
愛
媛
県

　
「
落
合
直
文
の
う
た
」

藤
波
東
苑
　
　
神
奈
川
県

　
玉
の
井
賞

　
「
黙
坐
」  

高
橋
岳
堂
　
　
千
葉
県

　
奨
励
賞  　

「
志
欲
静
」 

西
岡
益
子
　
　
安
田
町

　
「
風
清
引
神
」 

東
岡
生
子
　
　
安
田
町

　
「
福
寿
杯
」 

小
松
静
恵
　
　
安
田
町

　
「
晝
陰
静
」 

前
田
允
子
　
　
安
田
町ほ

か

　
１
月
３
日
、
新
春
恒
例
の
体
育

初
め
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
走
り
初
め
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
町
体
育
会
が
町

民
の
健
康
を
祈
願
す
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
出
発
式

後
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年

１
年
の
決
意
を
新
た
に
、
町
並
み

を
駆
け
抜
け
、
平
成
３０
年
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
や
健
勝
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
走
り
終
わ
っ
た
参
加
者
は
、
温

か
い
飲
み
物
で
体
を
温
め
な
が
ら
、

談
笑
す
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
体
育
初
め
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

体 育 初 め2018年

第24回 寧浦全国色紙展

岡本寧浦賞　伊藤喜代さん

「雲聳奇峰」

3町村合同で書画展開催！

艶
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西日本硬式空手道選手権大会

　
１２
月
１７
日
、
第
１
回
清
流
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
（
町
体
育
会
主
催
）
が
、

安
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
個
人
戦
で
行
わ
れ
町
内

外
か
ら
競
技
愛
好
者

１２８
人
が
参
加
。

本
町
か
ら
は
９
人
が
参
加
し
、
伊
吹

衢
章
さ
ん
（
西
島
）
が
優
勝
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
競
技
終
了
後
、
参
加
賞
の

山
芋
汁
で
冷
え
た
体
を
温
め
な
が

ら
、
交
流
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

優
　
勝
　
伊
吹
　
衢
章
　
５１
打
【
３
】

（
安
田
町
）

準
優
勝
　
溝
渕
　
恵
美
　
５３
打
【
３
】

（
野
市
町
）

第
３
位
　
三
浦
　
武
志
　
５４
打
【
３
】

（
室
戸
市
）

第
４
位
　
杉
本
　
忠
士
　
５５
打
【
１
】

（
室
戸
市
）

第
５
位
　
松
田
　
　
純
　
５６
打
【
１
】

（
夜
須
町
）

第
６
位
　
松
岡
　
和
子
　
５７
打
【
２
】

（
田
野
町
）

【
　
】
内
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
数

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
ゴ
ル

フ
の
よ
う
に
専
用
の
ク
ラ
ブ
で
ボ
ー

ル
を
打
ち
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
と
い
う

ゴ
ー
ル
ま
で
の
打
数
を
競
い
ま
す
。

ル
ー
ル
は
簡
単
で
、
散
歩
の
よ
う
に

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
、
運
動
で
き

る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。

　
町
体
育
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

部
で
は
、
健
康
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
が
あ
る

方
は
、
町
体
育
会
事
務

局
（
☎
３８
―

５

７

１

１  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３８
―

５
７
４
５
）

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
練
習
日
程

　
毎
週
月
曜
か
ら
土
曜

日  

午
後
１
時
３０
分
か
ら

　
練
習
場
所

　
安
田
川
あ
い
が
も
の

里
河
川
公
園

第
1
回
清
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

西日本硬式空手道選手権大会
第12回オープントーナメント 　

１２
月
１７
日
、
第
１２
回
オ
ー
プ

ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
西
日
本
硬
式

空
手
道
選
手
権
大
会
が
、
く
ろ

し
お
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
県
内
外
２８
道
場
か
ら

２６２
人
の

選
手
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
、
本
町
拳
法
教
室
か
ら
１０

人
が
出
場
し
、
活
躍
し
ま
し
た
。

組
手

小
学
３
年
生
男
子
の
部

　
３
位
　
西
山
　
侑
志

小
学
３
年
生
女
子
の
部

　
優
勝
　
中
島
　
悠
愛

　
２
位
　
安
岡
穂
乃
夏

小
学
５
年
生
女
子
の
部

　
２
位
　
黒
岩
　
美
佑

小
学
６
年
生
女
子
の
部

　
優
勝
　
豊
田
　
希
花
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遊
休
農
地
解
消
に

老
人
ク
ラ
ブ
と

牧
野
植
物
園
が
連
携

　
町
の
遊
休
農

地
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、

町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
、
大

野
地
区
に
あ
る

耕
作
が
困
難
に

な

っ

た

農

地

（
約
２２
ａ
）
に
、

薬
用
植
物
（
オ

ニ
ユ
リ
・
ホ
ソ

バ
オ
ケ
ラ
・
シ
ャ
ク
ヤ
ク
）
の
試
験
栽
培
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
栽
培
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
県
立
牧
野
植
物
園
の

指
導
の
も
と
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん
が
収

穫
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
各
地
区
に
点
在
す
る
遊
休
農
地
を
解
消
す

る
た
め
、
花
や
作
物
な
ど
を
栽
培
す
る
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　役
場
経
済
建
設
課

　☎
3
8
–
6
7
1
5

　F
A
X
3
8
–
6
7
8
0

　
本
町
の
安
岡
義
一
氏
が
、
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
１１
月
１

日
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
町
村

監
査
委
員
全
国
研
修
会
の
場
で
、

受
賞
の
伝
達
が

行

わ

れ

ま

し

た
。

　
こ

の

表

彰

は
、
地
方
自
治

法
施
行
７０
周
年

に
当
た
り
、
多

年
監
査
事
務
に

精
励
し
、
地
方

自
治
の
発
展
に

貢
献
し
た
方
に

対
し
て
授
与
さ

れ
る
、
栄
誉
あ

る
も
の
で
す
。

　
安
岡
氏
は
、

平
成
１８
年
３
月

に
町
監
査
委
員

に
選
任
以
来
、

平
成
２８
年
ま
で

１０
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
そ
の

要
務
に
精
励
さ
れ
、
地
方
財
政
が

困
難
を
極
め
る
情
勢
の
中
、
一
段

と
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

る
本
町
の
監
査
委
員
と
し
て
、
そ

の
重
責
を
果
た
さ
れ
て
の
受
賞
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
受
賞
を
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

12月25日付で町職員人事異動を実施しました

職　名

◎退職者

氏　名 性別 前　任所　属

平成29年12月25日付

総務課課長補佐

兼中山支所長

兼中山公民館長

総務課 公　文　浩　司 男 総務課課長補佐

職　名 氏　名 性別 備　考所　属

中山支所長兼

中山公民館長
中山支所 山　下　浩　文 男

平成29年11月30日

退職

遊
休
農
地
解
消
に

老
人
ク
ラ
ブ
と

牧
野
植
物
園
が
連
携

安岡 義一氏（安田）総務大臣表彰を受賞
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　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、毎月１回「町長

室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。

　日ごろ感じていることや役場への提言など、皆さんのご意見をお聞かせください。

2月の「町長室開放日」及び
町長中山支所勤務日について

　◆町長室開放日　　2月27日（火） 　◆中山支所勤務日　　2月23日（金）
　◎基　準　時　間 午前１０：００から１２：００まで ／ 午後 ２：００から ５：００まで

　※来客の状況により、若干お待ちいただく場合がありますのでご了承ください。

　
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
機
関
等
で
支
払

う
自
己
負
担
額
の
減
免
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
災
害
等
に
よ
り
特
別
の
事
情
が
あ
る
方
で
、
医

療
機
関
等
に
支
払
う
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が
困

難
な
と
き
に
、
一
部
負
担
金
の
減
免
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯

①
　
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り

死
亡
も
し
く
は
重
度
の
障
害
の
あ
る
者
と
な

り
、
ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た

と
き
。

②
　
干
ば
つ
、
冷
寒
、
凍
霜
害
な
ど
に
よ
る
農
作

物
の
不
作
、
不
漁
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
理

由
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
と
き
。

③
　
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
と
き
。

④
　
右
記
①
〜
③
に
類
す
る
事
情
が
あ
っ
た
と
き
。

※

国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
と
き
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
収
入
な
ど
に
よ
り
、
減
免
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
や
そ
の
割
合
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
部
負
担
金
の
減
免
を
受
け
る
場
合
、
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　役
場
町
民
生
活
課

　☎
3
8-

6
7
1
2

　F
A
X
3
8-

6
7
8
0

国保からのお知らせ

　２月２０日、スペインのアンダルシア州グラナダ県モンテフリオ町から町関係者が来町し、両町間の友好関係を互い

に深く理解し合うために友好姉妹都市締結の調印式を行います。

　昨年１０月に黒岩町長他２人がモンテフリオ町を訪問し、近い将来、姉妹都市締結する旨の仮調印を行いましたが、

その後の協議により今回、教育・スポーツ・産業などの面で連携を深める内容で姉妹都市締結を行います。

　今後は、小中学生による交流やそれぞれの町の特産品である、ユズとオリーブを使った商品開発など連携を図って

いくこととしています。

　なお、調印式は次の日程で行います。本町とモンテフリオ町との不変の友好関係を築く式典となりますので、多く

の町民の方のご来場をお待ちしております。

■姉妹都市締結調印式

　日　　時　　平成３０年２月２０日（火）　午後１時３０分から

　場　　所　　町文化センター　多目的ホール

スペインのモンテフリオ町と
友好姉妹都市締結の調印を行います
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農
用
地
区
域
の
除
外
申
請
は

　3
月
30
日
ま
で
に
！！

　
農
用
地
区
域
は
、
農
業
生
産
の
基
盤
で

あ
る
土
地
の
確
保
と
、
そ
の
効
率
的
な
利

用
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
農
用
地
区
域
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、

農
産
物
を
安
定
的
に
供
給
し
、
生
産
性
の

高
い
農
業
経
営
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ

と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
農
用
地

区
域
の
設
定
を
行
い
、
農
地
を
守
っ
て
い

ま
す
。

　
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
っ
て
、
農
用

地
区
域
内
の
土
地
を
、
農
用
地
以
外
の
用

途
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
用
地
利
用

計
画
の
変
更
（
農
用
地
区
域
か
ら
、
当
該

農
地
を
除
外
す
る
こ
と
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
は
、
次

の
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
場
合
に
の
み
、

知
事
の
同
意
を
得
て
変
更
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ア
、
当
該
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区

域
以
外
の
土
地
利
用
状
況
か
ら
み
て
、

当
該
変
更
に
係
る
土
地
を
農
用
地
等
以

外
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ

適
当
で
あ
っ
て
、
農
用
地
区
域
以
外
の

区
域
内
土
地
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

イ
、
当
該
変
更
に
よ
り
、
農
用
地
区
域
内

に
お
け
る
農
用
地
の
集
団
化
、
農
作
業

の
効
率
化
、
そ
の
他
土
地
の
農
業
上
の

効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に
支
障
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ウ
、
農
用
地
区
域
内
の
土
地
の
保
全
ま
た
は
、

利
用
上
必
要
な
施
設
の
有
す
る
機
能
に
支

障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

エ
、
国
の
直
轄
ま
た
は
補
助
に
よ
る
土
地
改

良
事
業
な
ど
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
を
実

施
し
て
い
る
地
区
内
の
土
地
か
ら
除
外
す

る
も
の
で
な
い
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
、
農
用
地
除
外

の
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
、
３
月
３０
日
ま
で

に
必
ず
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
用
地
除
外
申
請
に
係
る
農
用
地
管
理
の

手
続
き
は
、
原
則
毎
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
用
地
は
農
業
生
産
の
基
盤
で
す
。
優

良
農
地
確
保
の
た
め
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
格

別
の
ご
配
慮
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
詳
細
は
、
役
場
経
済
建
設
課

（
☎

３８
―
６
７
１
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
３８
―
６
７
８

０
）
ま
で
。

戦没者等のご遺族の皆さまへ

第10回特別弔慰金の請求はお済みですか？

請求・問い合わせ先：役場町民生活課　 ☎38－6712　FAX38－6780

○対象者

　平成２７年４月１日において「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受け

る方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に特別弔慰金が支給されます。

１．平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方

２．戦没者等の子

３．戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わ

ります。

４．上記１から３以外の戦没者等の三親等以内の親族

　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

○支給内容　額面２５万円、５年償還の記名国債

○請求期間　平成３０年４月２日まで

　※請求期限を過ぎると、第１０回特別弔慰金を受ける権利がなくなりますので、お早めにご請求ください。
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日本遺産認定を契機に・馬路温泉「ゆずバーガー」販売！
　１２月２８日から、馬路温泉において「ゆずバーガー」を販売しています。これは、日本遺産認定にちなんで開発さ

れたご当地バーガーで、馬路村産のアメゴのすり身、自然薯、豆腐、ゴボウを練りこんだフライを馬路温泉名物の「ゆ

ず酢ダレ」にくぐらせ、トマトやレタスと一緒に、馬路村「うまじのパン屋」特製のパンに挟んでいます。ゆずの風味ゆ

たかなおいしさに仕上がっています。ゆずをイメージした黄色の紙で包み、葉の付いたゆずの枝で留めた見た目もお

楽しみください。１個６００円、フライドポテトとゆずの炭酸ジュースが付いたセッ

トが８５０円です。

　日本遺産協議会では、住民・企業・行政等さまざまな皆さまと一緒に、今後

も日本遺産を活用した中芸地域の活性化に取り組んでいきます。アイディアをお

持ちの方は、ぜひ協議会事務局までご連絡をお願いします。

日本遺産魅力発信推進事業の経過報告について
　平成２９年度は、日本遺産認定以降、文化庁からの補助事業（日本遺産魅力発信推進事業）を中心に、普及

啓発等に取り組んでいます。

　現在、「中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会」のホームページやロゴマークなどを作成中です。それらが完成

すると、中芸内外に日本遺産の魅力を発信するツールとして、有効活用できます。

　また、中芸５町村のガイドマニュアルも作成中で、観光客が中芸を訪れた際には、共通のガイドができる予定と

なっています。

　完成しましたら、広報等でお知らせしますので、皆さまのご支援とご協力をよろしくお願いします。

　それでは、本年もどうぞよろしくお願いします。

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.7～

問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

　　　　　　　（役場中山支所内）　☎39-2008

　　　　　　　　　　　　　　　FAX32-4008

日本遺産
Story #051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
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　住民税の申告期限は、所得税と同じ3月15日（木）までとなっていますので、該当される方は、必ず申告を行ってくだ

さい。

【住民税の申告が必要な方】

　平成30年1月1日現在、安田町に住所を有し、次のいずれかに該当される方（所得税の申告をされる方は除きます）

①平成29年中に事業所得（営業・農業など）、不動産所得、配当所得、雑所得などがあった方

②給与所得があった方で、会社で年末調整を受けていない方

③医療費控除、雑損控除、社会保険料控除などの各種所得控除を受ける方

　町では、申告していただく必要がある方（見込みの方も含む）に申告書を送付します。

　この申告書は、町県民税や国民健康保険税などを賦課するための資料となるほか、後期高齢者医療保険料、保

育料、福祉サービスの算定資料となります。

　申告されていないため、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料などの軽減が受けられない場合や所得証明書

が発行できない場合がありますので、申告書が届いた方は必ず期限までに申告してください。

　町役場から申告書が、送られてこなかった方でも、申告が必要な方や申告に関して分からないことなど、不明な点

がございましたら、役場総務課（☎38－6711　FAX38－6780）までお問い合わせください。

　次のとおり申告相談を実施します。会場にお越しの際には、印かん、収入証明書や各種領収書など、所得計算

に必要な書類と、マイナンバーカード（または番号確認書類と身元確認書類）をご持参ください。

住民税の申告は3月15日までです

※国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料の軽減措置は、一定基準の所得以下の世帯に適用される

制度ですが、世帯主及びその世帯に属する被保険者の中に、一人でも未申告者がいると、この制度が受

けられない場合がありますので、収入がない方でも住民税の申告は必ず行ってください。

※対象地区の方を優先させていただきます。その他の地区の方も受付はできます。

※各会場とも混雑が予想されますので、長時間お待ちいただく場合がございます。ご了承ください。

※申告書にマイナンバーの記載が必要となります。

対象地区 場　　所 日　　時

小川、船倉、瀬切
中里地区

間下、内京坊、正
弘、別所、西ノ川、
中ノ川地区

安田地区

せせらぎの郷小川

中山支所

 ふれあいセンター

2月19日（月）から20日（火）までの2日間

午前9時から午後5時まで

2月21日（水）から23日（金）までの3日間

午前9時から午後5時まで

2月27日（火）から3月2日（金）までの4日間

午前9時から午後5時まで

≪ 申告相談の日程 ≫
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　平成３０年２月１４日（水）１３：３０～１５：００　

　安芸福祉保健所におきまして、自死（自殺）で大切な方を亡くされたご遺族への支援についての講演会を開催します。

　講師はこころのカフェきょうと代表の石倉紘子氏ほか。

　講演終了後、自死遺族のみの交流会も予定（１５：１５～１６：１５）。

　参加申し込み及びお問い合わせは、

　高知県立精神保健福祉センター　☎０８８－８２１－４９６６　ＦＡＸ０８８－８２２－６０５８まで。

つれ  づれ

～中山はどんどん元気になりゆうで～
徒然なかやま 安田町ふるさと応援隊・2月のお便り安田町ふるさと応援隊・2月のお便り

「ひだまりの会」講演会「ひだまりの会」講演会

つれ  づれ

よってん屋の2月の開催は2月9日(金)、2月27日（火）です。
お気軽にお越しください。

☆コミュニティカフェ・よってん屋の営業日☆

•高知の野菜はおいしいですね。ナス、楽しみにしています。頑張ってくださいね。

•毎年トマトをおいしくいただいています。ありがとうございます。

•紹介のコピーがとても素敵で…！読んでいるだけでお酒の味わいが知りたくなりまし

た。味わうのが今から楽しみです。

•妻が安田朗のファンでいつも癒やされています。この間送っていただいたピーマンがとてもお

いしかったです。ピーマンってこんなに甘いんだと驚きました。安田町の野菜をもっと食べて

みたいと思い、また頼んでしまいました。

•あんたろうと安田町の皆さまが幸せにくらせますように。これからも応援しています。

•先日お米を送っていただきました。とてもおいしかったのでまた寄附します。

•このとろろは、有楽町の物産展イベントで買いましたが、とてもおいしかったです。また、あんたろうくんに

東京に来てもらいたいです。

•２０年前、安田中学校付近で鮎の友掛けを楽しんだ。わが人生に輝く珠玉の経験だ。高齢になったが、見るだけ

でも楽しみに訪れたい。清流に勝る自然はない！宝をなくさないでください。

•以前、観光旅行でうかがいました。人も風景もとても素敵でした。

•親戚の家を訪ねて安田町へ行きました。安田川の清流に泳ぐ鮎の姿を見て感激。美しい自然あふれる町です

ね。

•おいしいお米のとれる自然を守り頑張ってください。

•１２月の有楽町で安田朗と実際に会うことができて、グッズも買えましたし、一緒に写真も撮れました。また、

東京のイベントにも来てください。楽しみに待っています。

•昨年も安田町に納税しました。新鮮なお魚を楽しませていただきました。

•安田川の美しさは四万十川や仁淀川に負けてません！いつまでも変わらないことを願います。

•おいしいお酒に、自然がいっぱいの安田町にいつか行きたいです！

•父の故郷が安田町です。おいしいものと自然いっぱいの地と記憶があります。応援しています。

ふるさと納税寄附者の皆さんからの応援メッセージを紹介します

平成29年12月の
応援メッセージ

集落活動センターなかやま・応援隊へのお問い合わせ、ご意見、ご要望は、
         ☎３０－１７５０、FAX30－1826までお気軽に！ ^○^

☆中山健康教室開催中☆ 

　内容は「ピラティス」という健康体操です。

　ドイツ人の看護師さんが考えたエクササイズで年齢や運動経験に関係なく、どなたでも安心して行える運動です。

　日程は２月１９日（月）（２月は１回のみの開催になります）。時間は１９：００～２０：００まで。場所は集落活動センターなかや

まの活動室です。参加費は無料、運動のできる服装で、床に敷くバスタオルや運動後の飲み物等を持参してください。
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町では、下記のとおり平成３０年度臨時的任用職員を募集しています。

平成30年度
安田町臨時的任用職員の募集のお知らせ

１　募集職種及び任用人員について

⑴事務補助職員　　　　　若干名 ⑹文化振興企画員　　　　若干名

⑵移住相談員　　　　　　若干名 ⑺調理員　　　　　　　　若干名

⑶保育教諭　　　　　　　若干名 ⑻作業員　　　　　　　　若干名

⑷学校支援員　　　　　　若干名 ⑼用務員　　　　　　　　若干名

⑸読書支援員　　　　　　若干名

２　募集条件について

⑴事 務 補 助 職 員…高等学校卒業程度の学力を有する者

⑵移 住 相 談 員…高等学校卒業程度の学力を有する者

⑶保　育　教　諭…保育士免許及び幼稚園教諭免許を有する者

⑷学 校 支 援 員…学校教諭免許を有する者

⑸読 書 支 援 員…高等学校卒業程度の学力を有する者

⑹文化振興企画員…町の歴史・文化の調査、研究及び企画展示の立案・実施のできる者

⑺調　　理　　員…高等学校卒業程度の学力を有する者

⑻作　　業　　員…普通自動車第一種免許を有する者

機械を使った草刈りの経験を有する者

⑼用　　務　　員…高等学校卒業程度の学力を有する者

３　申込手続について

⑴申込方法

　役場総務課に備え付けの臨時的任用職員申込書及び履歴書により申し込んでください。

（注）履歴書には、最近６カ月以内に撮影した写真（上半身、脱帽、正面向きのもの）を貼付（写

真サイズ 縦３６～４０㎜　横２４～３０㎜）

⑵受付期間

平成３０年２月１日（木）～平成３０年３月２日（金） 午前８時３０分～午後５時１５分

（注）土日祝日は除きます。

４　任用について

　町臨時職員任用予定者名簿に１年間登載し、町臨時職員採用計画に基づき、随時任用します。

　なお、名簿への登載は任用を確約するものではありませんので、ご了承ください。

５　給料等について

　臨時的任用職員等の取扱要綱（平成３年訓令第２号）によります。

　【問い合わせ先】　役場総務課　☎38－6711

　　　　　　　　　　　　　　　FAX38－6780
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第38回全国豊かな海づくり大会高知県実行委員会事務局 
高知県水産政策課　豊かな海づくり大会推進室内 

住所：〒780-8570 高知県高知市丸ノ内1丁目7番52号（西庁舎6階） 

☎088－821－4690　e-mail 38umidukuri@ken.pref.kochi.lg.jp 

　全国豊かな海づくり大会は、水産資源の保護・管理と海や湖沼・河川の環境保全の大切さを広く発信するとともに、

つくり育てる漁業の推進を通じて漁業の振興と発展を図ることを目的として、毎年各地で開催されています。

豊かな海の重要性を高知から発信するとともに、水産振興や環境保全活動

を取り上げ、大会を通して大切な海を守るためにできることを誓う場とし

ます。（・功績団体表彰・稚魚等のお手渡し・最優秀作文発表　など）

おいしい魚や食文化、自然、歴史、伝統文化など、本県の魅力を県内外に

発信する行事を開催します。第９回土佐のおさかなまつりと同時開催！県

民の皆さまにご参加いただけます！

本県の代表的な漁船による漁法紹介等で招待者を歓迎するとともに、海へ

の感謝の心を養い、次世代への豊かな海を継承するため、願いを込めて稚

魚の放流を行います。（・歓迎演奏・海上パレード・稚魚の放流　など）

大会開催日が  平成30年10月28日（日）に決定いたしました！

式典行事
＜高知市文化プラザかるぽーと＞

10月28日（日曜・午前）　約800人（招待者のみ）

関連行事
＜高知市中央公園＞

10月27日（土）・28日（日）の両日開催

海上歓迎・放流行事
＜土佐市宇佐しおかぜ公園＞

10月28日（日曜・午後）　約500人（招待者のみ）

URL：https://yutakanaumi-kochi.jp/
Youtube：「くろしお TV」見てね！！

海づくり大会　高知 検索

大会公式HP

平成30年
10月28日
開催日決定!!
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高知の暮らしのこと、仕事のこと、なんでもご相談ください高知の暮らしのこと、仕事のこと、なんでもご相談ください

高知県移住促進・人材確保センターが始動！

平成30年度　『予備自衛官補』募集

詳しくは自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。

募　集　種　目 資　　格 受 付 期 間

予備自衛官補

18歳以上34歳未満の者

18歳以上で国家免許資格等を保有する
者（資格により53～55歳未満の者）

試　験　日

4月14日～18日

※いずれか1日を指

定されます。

平成30年1月9日（火）

平成30年4月6日（金）

安芸市本町3丁目11－5（すまいるあき前2F）　☎35－2749
 e-mail　kochi.pco.aki@rct.gsdf.mod.go.jp

一　　般

技　　能

　予備自衛官補とは、一般の社会人や学生といった自衛官未経験者を「予備自衛官補」として公募・採用し、教育訓

練修了後、「予備自衛官」として任用する制度です。予備自衛官を安定的に確保することで将来にわたって防衛基盤の

育成・拡大を図るとともに、ＩＴの発達や自衛隊の役割の多様化等に対し、民間の優れた専門技能を有効に活用してい

くことを目的としています。

　一般と技能の公募コースがあり、一般公募では資格年齢の方なら応募可能です。また、技能公募では語学や医療技術、

整備などの分野に精通した皆さんが応募できます。

　予備自衛官補に採用されると一般公募は３年以内に５０日、技能公募は２年以内に１０日間の教育訓練に参加し、必要

な知識・技能を修得します。

　高知県への年間移住者数１０００組をコンスタントに達成し

ていくことと、各産業分野の担い手を確保することを目指

して、「高知県移住促進・人材確保センター」が設立されま

した。

　高知県をはじめ、県内の全３４市町村、そして農業・林業・

水産業・商工業・福祉など多くの団体が参画した“ オール

高知”の体制で取り組んでいます。

　県外で暮らすご家族、親戚、ＳＮＳでつながっているお友

達など高知へのＵターン・Ｉターンを検討している方がい

らっしゃいましたら、ぜひ高知県移住促進・人材確保セン

ターをご紹介ください。専門スタッフがご希望に応じた働

き方や移住プランを提案いたします。

　また人材不足、後継者問題にお悩みの事業者の皆さまも、

当センターへご相談ください。会社に活力を与える人材探しのお手伝いをいたします。

※教育訓練の開始時期　30年7月以降

〜

一般社団法人　高知県移住促進・人材確保センター

☎ 088-855-7748（代表）

e-mail　office@iju-jinzai.kochi.jp

〒780-0870　高知県高知市本町 4-1-32　こうち勤労センター 5F

県外から高知へ移住してくる人は、年々増えています。
平成24年～28年を比べると約6倍に増加。

高知暮らしのポータルサイト

「高知家で暮らす。」

高知で働きたい！を応援します

「高知求人ネット」



⑮ 広 報 や す だ 平成30年（2018） 2 月 1 日No.626

　インフルエンザが流行するシーズンになりました。風邪と違い、肺炎や脳炎など、重症化する危険性があります。

　インフルエンザの感染を広げないために、一人一人が「かからない」「うつさない」対策を行いましょう！

問い合わせ先　町保健センター　☎３８－６６７８　FAX38－6679

健 康 手 帳

⑴正しい手洗い

　・外出先から帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手を洗いましょう。

　・ウイルスは石けんに弱いため、正しい方法で手を洗いましょう。

⑵ふだんの健康管理

　・ふだんから、十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、免疫力を高めておきましょう。

⑶予防接種を受ける

　・予防接種は発症する可能性を減らし、もし発症しても重い症状になるのを防ぎます。

⑷室内を適度に換気し、湿度を保つ

　・空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下します。

　・乾燥しやすい室内では加湿器などを使って、適切な湿度（５０～６０％）を保つことも効果的です。

⑸人混みへの外出を控える

　・不要不急のときはなるべく、人混みや繁華街への外出を控え、マスクを着用しましょう。

インフルエンザに気をつけましょう！ 　

インフルエンザの怖さとは？

高齢者や幼児、妊娠中の方、持病のある人などは重症化することがあります。

症状

風邪 インフルエンザ

流行の時期

鼻水やのどの痛み、くしゃみなど
の局所症状
比較的ゆっくり発症します

年間を通じて。特に季節の変わり
目や疲れているときなど

38℃以上の発熱やせき、のどの痛み、全身の倦
怠感や関節の痛みなどの全身症状
（高齢者、ワクチンを接種している人は高熱が出
ない場合があります）

1月～2月にピーク
ただし、4月、5月まで散発的に流行することも

インフルエンザから身を守るためには？

下記の症状が出た場

合は、早めに病院を

受診しましょう！
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知る歴史　見つめる未来　北方領土

2月は「北方領土返還運動全国強調月間」です

〒780-0870
高知市本町 1-6-24 高知商工会議所内
☎088-875-1170
e-mail  soumu@cciweb.or.jp

北方領土返還要求運動高知県民会議

２月７日は「北方領土の日」

　さあ、身近な医師・看護師、保健師等の在宅医療介護に関わる職種に相談しましょう！

　例えば、食事の時にむせやすく介助することが怖い、失語症等で会話ができにくい、入浴時に医療的配慮が必要で、

家族による介助ができにくい、自宅で点滴や胃瘻の管理が必要な場合等々に、本人・家族だけですることは難しいこ

とが多々あります。

　今、退院したいけど「どうしよう？」と迷われている・困られている方、がん、脳卒中・高血圧・糖尿病・心臓や肺の病気、

脊髄損傷・関節等の病気やケガ、難病等の人工呼吸器が必要な方、認知症等によりケアが必要な方に、看護師が訪問

します。

　また、退院後に、医療的ケアが必要な方など、子どもから大人、障がい者、高齢者までの多くの方に予防的ケアか

ら自宅で最期まで暮らしたい方に、医師の指示に基づき、自宅まで看護師が訪問し、ケアを提供しています。

　直接「訪問看護ステーション」に連絡をとることも可能です。

　

高知大学医学部看護学科　廣野祥子

訪問看護を知っていますか？

̶ 高知大学医学部看護学科だより ̶

「訪問看護」は、自宅に訪問し、

予防的な体調管理を含めたケアから

最後まで暮らしたい願いを叶えます

地域でいつまでも暮らし続ける

ために、体調管理・相談等に

医療面から支援してくれるのが「訪問看護」です。

家で暮らすのに体の困りごとがあるけど、

どうしたらいいんだろう？

いつまでも、安田町で暮らしたい

でも、身体や心のことで

どうしよう？と思われたことはありませんか？

高知県訪問看護ステーション連絡協議会

088－803－4051
HP　 https://www.kochi-houkan.com/

「これからも家にいたい」を支えるのが

「訪問看護」です。
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社協あったかふれあいセンター事業　2・3月の予定　　

10:00～

13:30～

10:00～

10:00～

13:30～

9:30～

10:00～

13:30～

10:00～

13:30～

曜日

月

火

水

木

金

時　間 場　所

保健センター

福祉館

東島老人憩いの家

集落活動センター

ふれあいセンター

保健センター

中村東集会所

唐浜老人里の家

福祉館

ふれあいセンター

間下集会所

保健センター

せせらぎの郷小川

不動集会所

集落活動センター

和田集会所

唐浜老人里の家

東谷集会所

　詳しくは、

　町社会福祉協議会（☎38ー5500　FAX 38ー6878

　担当：東・竹内）

　までお問い合わせください。

　各会場で体操の他にもレクリエーション・脳トレなどさま

ざまな活動を行っています。

件　　数 死　　者 傷　　者

件　　数 死　　者 傷　　者

累　計

２９年

２８年

増減

２９年

２８年

増減

件　　　　数

死　　　　者

傷　者
重　傷

軽　傷

物　　　　　　損

人

　
　
　身

１５３

２３８

△８５

２,０００

２,４４７

△４４７

３

３

０

２９

４２

△１３

５

１３

△８

１０４

１０４

０

０

０

０

２

４

△２

６

１２

△６

１２５

１３４

△９

１

０

０

２

９

６

１

０

１１

９４

１２月計

１４１

２１５

△７４

１,７９０

２,１９３

△４０３

地
区
名

氏

　

　名

年

月

日

世
帯
主

続

柄

性
別

慶

弔

ニ

ュ

ー

ス

（
12

月
受
付
分
）

お

く

や

み

正

弘

正

弘

安

田

山
下

　浩
文

筒
井
八
代
子

宮
谷

　民
夫

男
５５
歳

女
９９
歳

男
８７
歳

本
人

本
人

本
人

山
下

　浩
文

筒
井
八
代
子

宮
谷

　民
夫

Ｈ
29
・
11
・
30

Ｈ
29
・
12
・
13

Ｈ
29
・
12
・
27

交通事故の概況
（平成２９年１月１日～１２月３１日）

１.県内

２.安芸署管内

３.安田町発生件数

（　）内は１２月発生件数

（　）内は１２月発生件数

※１、２は物損を除く

～行事予定～

◎2/5（月） 若鮎会（音楽レクリエーション）（町保健センター　機能回復訓練室 13：30 ～）

　　　　　　 （音楽レクリエーション…音楽療法士の森岡由紀先生を招いて懐かしい歌を楽器を使って歌います）

◎2/7（水） 認知症予防交流会（町文化センター多目的ホール 13：30 ～ 14：50）

　　　　　　 【みんな知りたい　介護保険のこと】

　　　　　　 中芸広域連合 介護サービス課地域包括支援センター 森 大樹氏が分かりやすく介護保険について教え

てくれます。

◎2/13（火） 安田さくら園との交流会（町保健センター　機能回復訓練室　10：00 ～ 11：20）

　　　　　　 【昔遊びの伝承】

　　　　　　 コマ回し、けん玉、あやとり、竹とんぼ、ビー玉他懐かしい昔遊びを園児の皆さんと一緒に遊びます。

◎3/7（水） 認知症予防交流会（町文化センター多目的ホール 13：30 ～ 14：50）

◎あったかふれあいセンター事業では、高齢者・障がい者・子どもなど誰でも集える世代間の交流の場や居場所づくり
を行っています。

　介護予防として百歳体操や脳トレなどもあわせて行っていますので、お気軽にご参加ください。
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12月定例会

第 152 号

　12
月
13
日
開
会
。
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
、
条
例
改
正
、
補

正
予
算
等
を
審
議
、
3
氏
が
一
般
質
問
を
行
い
15
日
に
閉
会
し
た
。

黒岩之浩町長

行
政
報
告
等
（
概
要
）

広
域
行
政
の

　
　
　

 
推
進
状
況

◆
消
防
・
救
急
業
務
◆

　
１０
月
末
現
在
、
管
内
の
火
災
発

生
件
数
は
３
件
で
、
本
町
で
の
発

生
は
な
い
。

　
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
と

な
る
こ
と
か
ら
、
防
火
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
、
火
災
予
防
の
啓
発
に
努

め
て
い
く
。
ま
た
、
管
内
危
険
物

施
設
３７
施
設
の
立
入
検
査
を
実
施

し
、
違
反
是
正
及
び
事
故
防
止
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
救
急
業
務
は
、
出
動
件
数
４１２
件
、

搬
送
人
員
３９９
人
で
、
前
年
同
期
と

比
べ
、
大
幅
減
と
な
っ
て
い
る
。

◆
介
護
保
険
業
務
◆

　
１０
月
末
の
要
介
護
認
定
者
数
は

９１３
人
で
、
う
ち
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
７８０
人
で
あ
り
、
給
付
実
績
は

月
平
均
約
１
億
１
１
８
０
万
円
で
、

前
年
同
期
比
約
４.９
％
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

　
予
防
給
付
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
は
、
要
支
援
認
定
者
１６３
人
に

対
し
、
９４
件
の
介
護
予
防
支
援
計

画
を
作
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
の
「
第
７

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
策
定
に

向
け
、
現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
分
析
や
保
険
料
見
込
み
等
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

◆
ご
め
ん
・
な
は
り
線
◆

　
９
月
ま
で
の
上
半
期
の
営
業
概

況
は
、
輸
送
人
員
は
前
年
同
期
を

若
干
下
回
る
も
の
の
、
記
念
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
よ
る
定
期
外
利
用
者

の
増
に
伴
い
、
運
賃
収
入
は
１
％

の
増
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た

実
績
を
も
と
に
、
今
月
、
取
締
役

会
を
開
催
し
、
全
体
収
支
計
画
に

つ
い
て
、
営
業
経
費
圧
縮
や
補
助

金
充
当
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
県
立
あ
き
病
院
前
へ
の

新
駅
設
置
に
つ
い
て
、
意
向
調
査

か
ら
、
年
間
４
千
万
円
程
度
の
収

入
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
駅
新
設
に
向
け
た
協
議
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
租
税
債
権
管
理
機
構
◆

　
１０
月
末
現
在
、
６
市
町
村
か
ら

の
移
管
案
件
全
体
で
、
徴
収
率

４２
％
、
約
５
４
３
０
万
円
の
収
入

実
績
で
、
う
ち
本
町
分
は
１６

件
、

約
４１５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
を

売
却
す
る
た
め
、
不
動
産
合
同
公

売
会
を
１１
月
に
実
施
し
、
本
町
分

５
筆
中
、
３
筆
を
公
売
す
る
こ
と

が
で
き
た
ほ
か
、
翌
年
２
月
に
は
、

東
部
で
は
初
と
な
る
動
産
公
売
会

を
、
実
務
研
修
を
兼
ね
て
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
東
部
観
光
協
議
会
◆

　
旅
行
会
社
、
学
校
等
へ
の
営
業

活
動
及
び
関
西
等
、
近
県
開
催
の

イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
映

像
制
作
に
よ
る
情
報
発
信
、
ま
た
、

関
連
事
業
と
し
て
、
幕
末
維
新
博

や
日
本
遺
産
協
議
会
と
連
携
し
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
旅
行
商
品
事
業
と
し
て
は
、
大

阪
か
ら
５
校
８３３
人
の
教
育
旅
行
を

受
け
入
れ
、
県
東
部
の
自
然
や
食

を
体
験
い
た
だ
い
て
お
り
、
来
年

度
は
、
既
に
５
校
７４６
人
の
受
け
入

れ
が
決
定
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
国
の
推
進
す
る
地
域

と
連
携
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
を

実
践
す
る
法
人
組
織
登
録
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

◆
日
本
遺
産
の
活
用
◆

　
現
在
、
認
定
ス
ト
ー
リ
ー
に
基

づ
き
、
５
町
村
の
事
業
分
担
に
よ

り
、
魅
力
発
信
推
進
事
業
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
事
業
の
目
的
は
、
点
在
す
る

遺
産
を
「
面
」
と
し
て
活
用
発
信

す
る
こ
と
で
、
と
り
ま
と
め
た
文

化
群
を
一
体
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
な
ど
、

観
光
を
中
心
に
地
域
の
新
た
な
振

興
と
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
年
度
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る

構
成
文
化
財
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
関

わ
る
象
徴
的
な
風
景
、
物
品
を
被

写
体
と
す
る
映
像
資
料
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
、
観
光
ガ
イ
ド
養

成
や
情
報
発
信
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
年
度
末
に
向
け
、
さ
ら

に
そ
の
歩
度
を
進
め
て
い
く
。
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◆
火
葬
場
業
務
◆

　
１１
月
末
の
火
葬
実
績
は
１０５
件
で

あ
り
、
う
ち
管
外
か
ら
の
利
用
は

７
件
で
、
前
年
同
期
比
１９
％
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

◆
保
健
福
祉
業
務
◆

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
災
害
対
策
と

し
て
、
被
災
時
に
保
健
師
等
が
行

う
保
健
活
動
計
画
を
「
中
芸
広
域

連
合
南
海
地
震
時
保
健
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
構
成
町
村
防
災

担
当
課
及
び
保
健
福
祉
担
当
課
と

協
議
を
し
な
が
ら
、
各
町
村
の
地

域
防
災
計
画
、
災
害
医
療
救
護
計

画
等
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
◆

　
１１

月
末
で
、
約
４
０
７
０
件
、

４
３
５
０
万
円
の
実
績
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
本
制
度
に
つ
い
て
は
、

返
礼
品
競
争
の
過
熱
や
換
金
性
の

高
い
品
の
取
り
扱
い
を
問
題
視
し

た
総
務
省
か
ら
、
返
礼
品
を
強
調

し
た
募
集
の
自
粛
や
返
礼
割
合
を

寄
付
額
の
３
割
以
下
と
す
る
な
ど

の
、
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
対
応

◆
農
業
振
興
対
策
◆

　
１０
月
末
、
高
知
県
で
「
第
２０
回

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
」
が

開
催
さ
れ
、
県
内
１０
地
区
で
地
域

交
流
会
や
現
地
研
修
会
が
行
わ
れ
、

本
町
か
ら
も
指
導
農
業
士
な
ど
１０

人
が
参
加
し
、
全
国
の
農
業
関
係

者
に
、
本
県
の
先
進
的
な
農
業
技

術
や
担
い
手
へ
の
取
り
組
み
等
を

発
信
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
部
で
の
現
地
研
修
会

場
と
な
っ
た
、
本
町
「
農
業
法
人

　
公
文
農
園
」
の
次
世
代
型
ハ
ウ

ス
で
は
、
炭
酸
ガ
ス
施
用
を
は
じ

め
と
す
る
環
境
制
御
技
術
に
よ
る
、

収
量
・
品
質
の
向
上
を
目
指
し
た

取
り
組
み
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

新
規
就
農
支
援
で
は
、
後
継
者
等

の
育
成
・
支
援
対
策
を
図
り
つ
つ
、

今
後
は
、
県
・
町
の
移
住
促
進
施

策
と
も
連
携
協
調
し
、
大
都
市
圏

で
の
「
高
知
暮
ら
し
フ
ェ
ア
」
や

「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
等
へ
の
参

加
に
よ
り
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
新
規

就
農
者
確
保
に
も
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
畜
産
業
で
新
た
に
町
内

の
方
が
、
肉
用
牛
の
繁
殖
経
営
で

の
新
規
就
農
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
レ
ン
タ
ル
畜
産
施
設
や

肉
用
牛
導
入
事
業
な
ど
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
円
滑
に
就
農
で
き

る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
本
町
で
も

種
々
の
事
情
を
勘
案
し
つ
つ
、
１１

月
ま
で
に
対
応
を
完
了
し
て
い
る
。

　
年
末
に
向
け
、
寄
付
額
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
貴
重

な
自
主
財
源
の
確
保
と
併
せ
、
本

町
の
応
援
者
を
一
人
で
も
増
や
す

た
め
、
町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
施

策
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

◆
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
◆

　
１０
月
末
で
の
販
売
電
力
量
及
び

売
電
額
は
、
約
１０１
万
８
千
ｋｗ
、
４

４
０
０
万
円
で
、
計
画
売
電
額
を

約
１
２
０
０
万
円
上
回
り
、
順
調

に
推
移
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
収
入
方
式
の
変
更
に
よ

る
本
年
度
配
当
金
相
当
額
５４４
万
円

は
、
収
入
済
み
で
あ
り
、
今
後
、

基
金
条
例
に
基
づ
き
、
積
み
立
て

及
び
対
象
事
業
へ
の
充
当
財
源
と

し
て
活
用
し
て
い
く
。

◆
各
種
建
設
事
業
等
◆

　
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
１３
件

は
、
着
工
及
び
一
部
完
了
済
み
で

あ
り
、
未
完
了
事
業
に
つ
い
て
、

年
度
内
完
成
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
本
年
度
実
施
の
主
要
事
業
に
つ

い
て
は
、
簡
易
水
道
改
修
、
道
路

改
良
等
、
各
種
社
会
基
盤
整
備
を

は
じ
め
、
各
種
事
業
の
早
期
実
施

に
努
め
て
い
る
が
、
一
部
、
施
工

に
遅
れ
の
あ
る
事
業
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
事
前
対
応
を
進
め
、
早
期

実
施
を
図
っ
て
い
く
。

◆
新
庁
舎
建
設
◆

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
募
集
を

行
っ
た
結
果
、
７
事
業
者
か
ら
応

募
が
あ
り
、
審
査
委
員
会
で
事
業

者
の
概
要
や
取
組
体
制
等
の
審
査

を
行
い
、
５
事
業
者
を
１
次
審
査

通
過
者
と
し
て
選
定
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
平
成
３０
年
１
月
末
ま

で
に
、
要
求
水
準
書
に
基
づ
く
各

社
の
技
術
提
案
書
の
提
出
を
受
け
、

２
月
中
を
め
ど
に
最
優
秀
提
案
者

を
選
定
し
、
３
月
定
例
会
に
契
約
締

結
議
案
を
提
出
す
る
計
画
で
あ
る
。

◆
高
規
格
道
路
整
備
等
◆

　
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
に
つ
い
て
、
空
白
区
間
と
な
っ

て
い
る
四
国
東
南
部
の
整
備
促
進

に
向
け
、
高
知
、
徳
島
両
県
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

１０
月
に
は
「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部
連

盟
」
の
大
会
を
開
催
し
、
大
会
決

議
を
基
に
四
国
地
方
整
備
局
長
や

県
選
出
国
会
議
員
、
国
交
省
等
に

対
し
、
早
期
開
通
へ
の
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　
阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
奈
半
利

〜
安
芸
間
」
は
、
地
域
住
民
や
企

業
を
対
象
と
し
た
、
計
画
策
定
の

基
礎
資
料
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
が
実
施
さ
れ
、
本
町
は
住
民

の
協
力
に
よ
り
、
９０
％
近
い
回
収

率
を
上
げ
、
国
に
対
し
、
道
路
整

備
に
対
す
る
熱
意
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
今
後
は
、
調
査
結
果
等
を
基
に
、

概
略
ル
ー
ト
や
道
路
構
造
等
が
示

さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
含
め
、
本
町
が

望
む
道
路
整
備
が
早
期
に
実
現
す

る
よ
う
、
機
会
あ
る
ご
と
に
関
係

機
関
等
へ
強
く
働
き
掛
け
を
行
っ

て
い
く
。

◆
地
方
創
生
◆

　
本
町
版
総
合
戦
略
の
計
画
に
基

づ
き
、
各
種
の
事
業
進
捗
を
図
っ

て
お
り
、
過
日
の
「
ま
ち
づ
く
り

協
働
委
員
会
」
で
は
、
前
年
度
の

事
業
実
績
評
価
及
び
検
証
を
行
う

と
と
も
に
、
本
年
度
の
事
業
進
捗

と
併
せ
、
各
施
策
の
今
後
の
展
開

を
検
討
す
る
中
、
新
た
な
就
農
対

策
や
日
本
遺
産
を
生
か
し
た
観
光

振
興
対
策
等
の
追
加
変
更
を
行
っ

て
い
る
。

町
営
事
業
の

　
　
　

 
進
捗
状
況
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遊
休
農
地
対
策
と
し
て
は
、
農

業
委
員
会
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
や
利
用
意
向
調
査
を
行
い
、
農

地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
し
出
し

等
、
農
地
の
耕
作
放
棄
等
の
防
止

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
、
解
消
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
本
町
に
適
し
た
作

物
を
栽
培
す
る
た
め
、
県
立
牧
野

植
物
園
と
連
携
し
、
大
野
台
地
の

遊
休
農
地
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

オ
ニ
ユ
リ
の
試
験
栽
培
を
始
め
て

お
り
、
翌
年
か
ら
は
、
町
老
人
ク

ラ
ブ
が
牧
野
植
物
園
の
委
託
を
受

け
、
ユ
リ
や
シ
ャ
ク
ヤ
ク
等
の
試

験
栽
培
・
管
理
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

◆
移
住
・
定
住
促
進
対
策
◆

　
新
規
就
農
や
移
住
希
望
者
向
け

の
短
期
居
住
施
設
と
し
て
、
安
田

駐
在
所
北
側
に
計
画
し
て
い
た
移

住
促
進
住
宅
は
、
１１
月
に
発
注
を

行
っ
て
お
り
、
年
度
内
完
成
に
向

け
事
業
進
捗
を
図
っ
て
い
く
。

◆
地
域
公
共
交
通
◆

　
生
活
交
通
の
現
状
把
握
と
課
題

抽
出
等
の
た
め
、
全
世
帯
を
対
象

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

約
４０
％
の
回
収
率
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
は
、
調
査
結
果
の
分
析
を
進

◆
姉
妹
都
市
交
流
◆

　
１０
月
に
ス
ペ
イ
ン
国
モ
ン
テ
フ

リ
オ
町
を
訪
問
し
、
町
長
・
幹
部

職
員
を
は
じ
め
、
議
会
議
員
や
各

部
門
の
担
当
者
と
教
育
、
産
業
等

を
中
心
に
、
姉
妹
町
交
流
に
向
け

た
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
教
育
交
流
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
テ
レ
ビ
電
話
機
能
を
活
用
し

た
児
童
・
生
徒
の
交
流
や
中
学
生

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
に
つ
い

て
確
認
を
行
っ
た
。
ま
た
、
農
業
・

産
業
部
門
で
は
、
土
佐
あ
き
農
協

安
田
支
所
長
が
参
加
し
、
オ
リ
ー

ブ
搾
汁
工
場
の
視
察
を
行
い
、
ユ

ズ
と
オ
リ
ー
ブ
の
連
携
の
可
能
性

な
ど
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
近
い
将
来
の

姉
妹
町
締
結
の
意
見
で
一
致
し
、

そ
れ
に
向
け
た
約
束
の
調
印
を

行
っ
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
モ
ン
テ
フ
リ
オ
町
長
を
招

き
、
本
町
で
姉
妹
町
締
結
の
調
印

を
行
い
た
い
旨
を
伝
え
て
い
る
。

◆
コ
ン
ビ
ニ
誘
致
◆

　
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
ロ
ー

ソ
ン
安
田
唐
浜
店
が
１１
月
３
日
に

オ
ー
プ
ン
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
安
田

１５
周
年
記
念
と
合
わ
せ
て
オ
ー
プ

ン
式
典
が
行
わ
れ
た
。

　
待
望
の
コ
ン
ビ
ニ
の
開
店
に
よ

め
る
と
と
も
に
、
直
接
住
民
の
声

も
聞
き
な
が
ら
、
公
共
交
通
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
現
在
連
携
を
深
め
て
い

る
「
㈱
日
本
総
合
研
究
所
」
の
協

力
の
も
と
、
地
域
公
共
交
通
の
在

り
方
の
検
討
も
含
め
、
国
の
補
助

事
業
で
あ
る
「
ま
ち
・
住
ま
い
・

交
通
の
創
蓄
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
モ

デ
ル
構
築
支
援
事
業
」
に
事
業
提

案
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
四
国

で
は
初
の
事
業
採
択
と
な
り
、
今

後
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
の
関
係
に
着
目
し
た
計
画
策

定
を
進
め
て
い
く
。

◆
南
海
地
震
・
防
災
対
策
◆

　
津
波
避
難
計
画
に
基
づ
き
、
住

民
へ
の
情
報
提
供
や
広
報
活
動
、

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
対
策
等

を
進
め
る
と
と
も
に
、
津
波
早
期

避
難
率
を
高
め
る
た
め
、
津
波
浸

水
予
想
地
区
で
一
斉
避
難
訓
練
を

実
施
し
、
約
５００
人
の
方
に
参
加
い

た
だ
い
た
。
避
難
後
に
は
、
住
民

組
織
が
主
体
と
な
り
、
防
災
資
機

材
の
確
認
や
救
急
救
命
講
習
な
ど

を
実
施
し
た
地
区
も
あ
り
、
今
後

も
こ
う
し
た
実
践
的
な
訓
練
を
重

ね
る
こ
と
で
、
防
災
意
識
の
醸
成

を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
１１
月
に
は
、
四
国
地
方

整
備
局
、
高
知
県
共
催
に
よ
る
安

田
川
の
河
道
閉
塞
を
想
定
し
た
、

安
田
川
流
域
大
規
模
土
砂
災
害
合

同
対
応
訓
練
が
、
本
町
と
馬
路
村

を
対
象
に
町
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
実
施
さ
れ
、
関
係
機
関
か
ら

１００
人
が
参
加
し
、
各
機
関
の
役
割

の
確
認
や
土
砂
災
害
に
対
す
る
知

識
の
向
上
と
意
識
の
醸
成
等
を

図
っ
て
い
る
。

◆
安
田
川
分
水
問
題
◆

　
１１
月
に
安
田
川
分
水
連
絡
協
議

会
を
開
催
し
、
県
土
木
部
長
、
電

源
開
発
㈱
西
日
本
支
店
長
出
席
の

も
と
、
来
年
度
か
ら
の
５
カ
年
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

河
川
環
境
整
備
や
森
林
保
全
な
ど
、

関
連
諸
対
策
事
業
の
早
期
実
施
を

強
く
要
請
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
分
水
影
響
緩
和
の
た
め
、

流
水
の
復
元
に
直
接
資
す
る
事
業

に
係
る
、
本
年
度
の
電
源
開
発
㈱

の
応
分
の
負
担
に
つ
い
て
、
東
島
・

唐
浜
用
排
水
路
改
修
工
事
、
安
田

地
区
簡
易
水
道
整
備
事
業
を
対
象

事
業
と
し
て
、
約
４
５
３
０
万
円

の
負
担
を
確
認
し
て
い
る
。

◆
旧
中
山
小
中
学
校
等
の
活
用
◆

　
１０
月
開
催
の
活
用
検
討
委
員
会

で
、
高
知
大
学
か
ら
北
校
舎
１
階

部
分
へ
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
」
の
提
案
が
、
ま
た
、

２
階
部
分
に
は
、
東
京
映
画
社
か

ら
動
画
や
写
真
の
撮
影
ス
タ
ジ
オ

と
し
て
、
同
業
者
等
を
県
内
外
か

ら
集
め
、
映
像
発
信
の
拠
点
施
設

と
す
る
な
ど
の
案
が
出
さ
れ
て
い

る
。

　
次
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、
南

校
舎
２
階
部
分
の
活
用
策
を
提
案

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
今

後
、
提
案
さ
れ
た
活
用
策
を
各
委

員
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
本
町
活
性
化
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
実
現
可
能
な
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
１
室
が
空
室
で
あ
っ
た

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
「
な
か
や
ま
」
に
、

１１
月
付
け
で
東
京
の
映
像
技
術
会

社
「
ア
ル
フ
ァ
・
イ
メ
ー
ジ
」
が

入
居
し
て
い
る
。
ア
ル
フ
ァ
社
は
、

テ
レ
ビ
局
の
Ｃ
Ｍ
や
番
組
、
音
楽

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
な
ど
を
手

掛
け
る
会
社
で
、
入
居
中
の
「
東

京
映
画
社
」
と
も
協
力
関
係
に
あ

り
、
映
像
関
連
会
社
の
同
居
に
よ

る
相
乗
効
果
と
、
県
東
部
の
自
然

映
像
の
発
信
に
よ
る
町
の
活
性
化

と
県
全
体
の
情
報
発
信
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
い
る
。
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り
、
買
い
物
の
利
便
性
向
上
と
国

道
通
過
者
に
対
す
る
地
域
の
絶
好

の
ア
ピ
ー
ル
の
場
と
し
て
、
多
く

の
方
の
利
用
を
願
う
と
と
も
に
、

移
住
・
定
住
の
促
進
等
、
ま
ち
づ

く
り
の
起
爆
剤
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

◆
町
職
員
の
新
規
採
用
◆

　
台
風
上
陸
に
伴
い
、
９
月
の
試

験
予
定
日
を
１
カ
月
延
期
し
た
影

響
か
ら
か
、
受
験
者
は
当
初
申
し

込
み
者
の
半
数
程
度
と
な
っ
た
が
、

先
月
に
２
次
試
験
を
実
施
し
、
一

般
職
員
３
人
に
つ
い
て
、
採
用
内

定
の
通
知
を
し
て
い
る
。

◆
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
◆

　
目
指
す
方
向
性
は
国
・
県
と
同

様
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
チ
ー

ム
力
を
高
め
、
社
会
情
勢
の
変
化

の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
い

け
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
、

「
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
人
づ
く

り
」
を
目
標
に
、
学
校
教
育
で
は
、

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
、

社
会
教
育
で
は
、
自
ら
進
ん
で
学

ぶ
生
涯
教
育
等
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
。

　
年
々
、
作
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

が
進
む
中
、
本
年
度
は
、
本
町
書

道
教
室
生
が
最
高
賞
の
岡
本
寧
浦

賞
を
受
賞
さ
れ
た
ほ
か
、
４
人
が

奨
励
賞
を
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、

来
場
者
も
合
同
開
催
の
相
乗
効
果

か
ら
、
単
独
開
催
以
上
の
集
客
が

あ
り
、
効
率
的
な
町
文
化
の
発
信

が
で
き
た
。

　
開
か
れ
た
町
政
運
営
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
る
町
長
室
の
開

放
と
中
山
支
所
で
の
執
務
で
は
、

１１
月
ま
で
に
延
べ
４３
人
の
訪
問
が

あ
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
住
民
と
の
対
話
を
基
本

と
し
た
、
地
域
住
民
懇
話
会
を
１０

月
か
ら
１６
地
区
で
実
施
し
、
約
２００

人
の
方
に
庁
舎
建
設
や
国
保
制
度

改
正
な
ど
の
行
政
情
報
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
様
々
な
意
見
を
聞

い
て
お
り
、
今
後
も
、
頂
い
た
意

見
を
は
じ
め
、
町
の
課
題
解
決
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
中
山
支
所
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

当
面
、
支
所
長
職
を
兼
務
職
と
し

た
支
所
勤
務
の
職
員
を
任
命
し
、

４
月
か
ら
、
新
た
に
支
所
長
を
任

命
、
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
学
校
教
育
◆

　
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

を
図
る
一
貫
性
を
持
っ
た
幼
児
教

育
や
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
特
別
支
援

教
育
、
郷
土
愛
を
育
む
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
推
進
等
、
保
護
者
、
地
域

と
の
連
携
に
よ
る
夢
と
個
性
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
る
ほ
か
、
中

学
校
で
は
、
国
の
教
育
振
興
基
本

計
画
に
沿
っ
た
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
及

び
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
の
整
備
を
行
い
、
情
報
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
道
徳
教
育
で
は
、
来
年
度
か
ら

の
教
科
化
を
踏
ま
え
、
中
学
校
で

は
、
平
成
２８

年
度
か
ら
２
年
間
、

道
徳
研
究
指
定
校
と
し
て
、
道
徳

心
の
育
成
や
小
中
学
校
が
連
携
し

た
教
員
の
授
業
力
向
上
を
目
的
に
、

先
進
地
視
察
や
教
材
を
使
っ
て
の

公
開
授
業
等
の
実
践
研
究
を
行
い
、

先
月
に
は
、
地
域
や
関
係
者
に
対

し
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
研
究

発
表
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
発
表
で
は
、
授
業
を
通
じ
て
学

ん
だ
体
験
か
ら
、
生
徒
の
道
徳
授

業
に
向
き
合
う
姿
勢
に
変
化
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
道
徳
科
の
趣
旨
に

沿
っ
た
取
り
組
み
成
果
が
現
れ
て

い
る
。

　
い
じ
め
や
虐
待
対
策
と
し
て
は
、

児
童
・
生
徒
の
小
さ
な
変
化
を
見

落
と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
深

く
見
守
り
、
未
然
防
止
と
し
て
学

校
生
活
の
満
足
度
や
意
欲

に

つ

い

て
、
校

内

ア

ン

ケ
ー
ト
の
実
施
等
に
よ
る

状
況
分
析
な
ど
、
全
て
の

教
職
員
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
心
掛
け
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

◆
社
会
教
育
◆

　
有
形
無
形
の
文
化
財
・

文
化
の
保
存
、
継
承
と
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域

活
性
化
施
策
の
展
開
や
交

流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
経
済
の
振

興
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　
安
田
ま
ち
な
み
交
流
館
「
和
」

で
は
、
「
石
田
英
吉
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
企
画
展
を
開
催
し
て
い

る
が
、
第
１
弾
、
２
弾
を
通
じ
、

過
去
最
高
の
２
７
０
０
人
を
超
え

る
来
場
が
あ
っ
て
お
り
、
今
月
か

ら
は
、
平
成
３０
年
５
月
６
日
ま
で

の
日
程
で
第
３
弾
と
な
る
「
そ
の

後
の
海
援
隊
士
た
ち
編
」
を
開
催

中
で
あ
る
。
ま
た
、
開
催
に
当
た
り
、

高
松
順
蔵
の
子
で
あ
り
、
坂
本
龍

馬
の
家
督
を
継
い
だ
高
松
太
郎
の

活
動
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
北
海

道
浦
臼
町
か
ら
、
太
郎
の
名
が
記

さ
れ
た
海
援
隊
徽
章
の
画
像
デ
ー

タ
を
借
り
受
け
展
示
し
て
い
る
。

　
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
学
習
機
会
の
提
供
の
一
助

と
し
て
１０
月
に
実
施
し
て
い
る
「
い

き
い
き
学
習
講
座
」
は
、
日
本
遺
産
、

防
災
等
、
４
講
座
を
開
催
し
、
町

内
外
か
ら
多
く
の
受
講
を
い
た
だ

い
た
。

　
２４
回
目
と
な
る
「
寧
浦
全
国
色

紙
展
」
は
、
本
年
度
も
３
町
村
合

同
書
画
展
と
し
て
１２
月
２
日
〜
１０

日
の
日
程
で
開
催
し
、
無
鑑
査
作

品
を
含
め
、
全
国
か
ら
３００
点
を
超

え
る
応
募
が
あ
っ
た
。

教
育
行
政
の
状
況

道徳教育での公開授業

な
ご
み

開
か
れ
た

　
　
　

 

町
政
運
営

き
し
ょ
う
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質

疑

◆
平
成
29

年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
6
号
）
◆

　
９
月
末
の
衆
議
院
解
散
に
伴
い
、

１０
月
に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議
員

選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
執
行
経
費
の
予
算
措
置

に
急
を
要
し
た
た
め
、
平
成
２９
年

９
月
２９
日
付
け
で
専
決
処
分
を
し

た
も
の
。

審
議
結
果

…

全
員
賛
成
（
承
認
）

◆
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同

意
◆

　
町
教
育
委
員
会
委
員
４
人
の
う

ち
、
１
人
の
任
期
が
１２
月
２４
日
で

◆
高
知
市
及
び
安
田
町
に
お
け
る
れ

ん
け
い
こ
う
ち
広
域
都
市
圏
形
成

に
係
る
連
携
協
約
締
結
◆

　
国
の
進
め
る
連
携
中
枢
都
市
圏

の
高
知
モ
デ
ル
と
し
て
、
全
国
で

も
先
駆
的
と
な
る
県
内
全
市
町
村

に
よ
る
広
域
都
市
圏
形
成
に
向
け
、

中
核
都
市
と
な
る
高
知
市
と
連
携

協
約
を
締
結
す
る
も
の
。

　
そ
の
概
要
は
、
県
域
全
体
の
活

性
化
を
目
的
に
「
経
済
成
長
の
け

ん
引
」
な
ど
、
３
つ
の
分
野
で
高

知
市
を
中
心
に
、
全
市
町
村
が
連

携
し
て
、
国
、
県
支
援
の
下
、
各

種
の
取
り
組
み
を
進
め
る
も
の
。

問

　各
町
村
が
進
め
る
地
方
創
生

の
取
り
組
み
と
矛
盾
し
、
高
知
市

へ
の
一
極
集
中
と
も
感
じ
ら
れ
る
。

将
来
展
望
を
見
据
え
、
制
度
を
う

ま
く
活
用
し
な
が
ら
、
慎
重
を
期

し
て
、
各
種
施
策
の
計
画
、
推
進

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答
　
本
来
、
制
度
上
の
対
象
地
域

は
、
東
部
は
本
町
、
馬
路
村
ま
で

満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
後
任
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
、
現
委
員
の

再
任
同
意
を
求
め
る
も
の
。

審
議
結
果

…

全
員
賛
成
（
同
意
）

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
◆

◆
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
◆

◆
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
状
況

を
踏
ま
え
、
初
任
給
を
は
じ
め
、

若
年
層
を
主
体
と
し
た
職
員
給
料

表
の
改
定
と
勤
勉
手
当
の
支
給
割

合
を
０
・
１０
カ
月
引
き
上
げ
４
・

４０
カ
月
と
し
、
特
別
職
及
び
議
会

議
員
の
期
末
手
当
を
０
・
０５
カ
月

引
き
上
げ
３
・
１０
カ
月
と
す
る
も

の
。

審
議
結
果

…

3
件
と
も
全
員
賛
成

（
可
決
）

◆
安
田
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
改
正
◆

　
公
営
住
宅
法
の
改
正
に
伴
い
、

町
住
宅
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の

で
、
認
知
症
患
者
等
、
収
入
申
告

困
難
者
に
対
す
る
家
賃
算
定
方
法

の
見
直
し
及
び
条
例
中
に
引
用
す

る
法
律
の
条
文
整
理
を
行
う
も
の
。

審
議
結
果

…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
簡
易
水
道
施
設
整
備
工
事

（
変
更
）
◆

　
施
工
中
の
工
事
計
画
に
つ
い
て
、

配
・
給
水
管
の
布
設
延
長
の
精
査

と
併
せ
、
通
行
の
安
全
確
保
を
図

る
た
め
、
仮
舗
装
の
追
加
と
交
通

誘
導
員
の
増
員
を
行
う
も
の
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
工
事
請
負
金
額

を
１
８
１
４
万
４
千
円
追
加
し
、

１
億
５
６
１
６
万
８
千
円
と
す
る

も
の
。

問

　布
設
延
長
の
積
算
見
直
し
は

分
か
る
が
、
給
水
管
引
き
込
み
戸

数
の
増
は
ど
う
し
た
理
由
か
。

答
　
計
画
時
以
降
の
新
築
予
定
地

に
つ
い
て
、
本
工
事
で
の
対
応
を

図
っ
た
も
の
。

審
議
結
果

…

全
員
賛
成
（
可
決
）

人

　

　事

内

容

内

容

専

決

処

分

内

容

内

容

内

容

条
例
制
定
・
改
正

契
約
締
結
・
変
更

質

疑

内

容 連

携

協

約

整備の進む水道施設工事

三谷克彦氏（66歳・小川）
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質

疑

と
な
る
が
、
高
知
市
は
も
ち
ろ
ん
、

県
自
体
、
国
の
政
策
を
利
用
し
て
、

県
域
全
体
の
浮
揚
を
図
り
た
い
考

え
で
あ
り
、
本
町
と
し
て
も
十
分

留
意
し
な
が
ら
、
活
性
化
に
つ
な

が
る
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
平
成
29

年
度
町
一
般
会
計
及
び

簡
水
特
別
会
計
補
正
予
算
◆

◎
一
般
会
計
（
第
7
号
）

　
現
時
点
に
お
け
る
事
務
、
事
業

の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
た
全
般
的

な
見
直
し
等
を
行
う
も
の
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、

○
給
与
改
定
、
退
職
手
当
負
担
金

率
見
直
し
に
伴
う
人
件
費
の
減

額
○
生
活
バ
ス
路
線
運
行
維
持
費
、

一
部
事
務
組
合
等
、
各
種
負
担

金
、
補
助
金
の
追
加
、
更
正
に

よ
る
補
助
費
等
の
減
額

○
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
費
確
定
に
よ
る
普
通
建
設
事

業
費
の
減
額

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
、
津
波

避
難
対
策
等
加
速
化
臨
時
交
付

本
町
の
よ
う
に
医
療
費
水
準
が
高

い
市
町
村
は
高
く
算
定
さ
れ
る
う

え
、
そ
の
財
源
は
国
保
税
が
主
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
本
町
で
は
、
赤
字

の
削
減
及
び
納
付
金
の
財
源
確
保

の
た
め
、
国
保
税
率
の
見
直
し
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
新
た
な
税
率
の
目
安
と

な
る
納
付
金
及
び
標
準
保
険
税
料

率
は
、
近
日
中
に
県
か
ら
提
示
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
税
率
見
直
し
の
低
率
化
へ
の
対

応
と
し
て
は
、
国
保
制
度
改
正
に

併
せ
、
国
は
、
財
政
調
整
機
能
の

強
化
と
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に

よ
る
財
政
支
援
を
計
画
し
て
お
り
、

努
力
支
援
制
度
は
、
医
療
費
適
正

化
へ
の
取
り
組
み
の
達
成
度
や
充

実
度
に
よ
り
、
財
政
支
援
が
受
け

ら
れ
る
も
の
で
、
貴
重
な
運
営
財

源
と
な
る
。

　
具
体
的
に
は
、
特
定
健
診
・
保

健
指
導
の
受
診
率
、
糖
尿
病
等
重

症
化
予
防
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
使
用
促
進
の
取
り
組
み
な
ど
、

国
が
定
め
る
指
標
に
基
づ
き
評
価

さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
支
援
金

を
１
円
で
も
多
く
獲
得
す
る
こ
と

で
、
増
税
幅
の
緩
和
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　
ま
た
、
医
療
費
適
正
化
の
評
価

金
の
確
定
等
に
伴
う
基
金
積
立

の
追
加
、
更
正
に
よ
る
積
立
金

の
追
加

○
庁
舎
建
設
に
係
る
債
務
負
担
行

為
の
追
加

限
度
額
16

億
円

補
正
後
の
予
算
総
額

29

億
7
4
4
0
万
円

◎
簡
水
会
計
（
第
2
号
）

　
管
理
事
業
費
の
精
査
に
伴
う
減

額補
正
後
の
予
算
総
額

2
億
8
9
5
0
万
円

問

　債
務
負
担
行
為
と
し
て
計
上

さ
れ
た
庁
舎
建
設
費
用
額
は
、
こ

の
議
決
を
も
っ
て
、
工
事
を
承
認

す
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
の
か
。

答
　
債
務
負
担
行
為
を
簡
単
に
説

明
す
る
と
、
将
来
的
に
何
カ
年
か

に
わ
た
る
支
出
が
見
込
ま
れ
る
事

業
等
が
あ
る
場
合
、
予
算
化
が
抜

か
ら
な
い
よ
う
、
事
業
費
を
予
約

的
に
記
載
す
る
も
の
で
、
支
出
内

容
が
確
定
す
る
ご
と
に
記
載
額
の

中
か
ら
、
そ
の
都
度
、
必
要
額
を

予
算
計
上
す
る
必
要
が
あ
る
。

審
議
結
果…

2
件
と
も
全
員
賛
成

　（
可
決
）

田
之
上
議
員

　国
民
医
療
費
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
り
、
平
成
28

年
度
に
は
42

兆

円
に
達
し
、
健
康
保
険
、
と
り
わ

け
国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況
が

危
機
的
状
況
に
あ
る
と
の
報
道
が

聞
か
れ
る
。

　こ
う
し
た
状
況
下
、
こ
れ
ま
で

市
町
村
が
運
営
し
て
き
た
国
保
財

政
を
県
が
一
元
的
に
行
う
よ
う
国

民
健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
た
が
、

来
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
国
民

健
康
保
険
に
つ
い
て
、
県
の
運
営

方
針
に
よ
っ
て
、
本
町
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
か
。

　ま
た
、
国
保
税
へ
の
影
響
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
複
雑
に
算
定
さ

れ
る
国
保
税
の
算
定
根
拠
を
明
確

に
示
す
と
と
も
に
、
年
金
生
活
者

等
、
低
所
得
の
加
入
者
が
多
い
こ

と
か
ら
、
で
き
る
限
り
税
率
の
引

き
上
げ
幅
を
低
く
抑
え
る
措
置
が

必
要
で
な
い
か
。

川
渕
町
民
生
活
課
長

　
法
改
正
に
伴
い
、
平
成
３０
年
度

か
ら
、
新
国
保
制
度
が
始
ま
り
、

都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
な
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
先

月
、
３０
年
度
か
ら
の
３
年
間
の
国

保
運
営
方
針
を
策
定
し
て
い
る
。

　
県
の
運
営
方
針
に
よ
る
と
、
一

般
会
計
か
ら
行
わ
れ
る
法
定
外
の

繰
入
措
置
を
国
保
会
計
の
赤
字
と

定
義
し
、
赤
字
市
町
村
に
は
、
５

年
を
基
本
と
す
る
赤
字
解
消
計
画

の
策
定
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

県
は
、
市
町
村
へ
保
険
給
付
費
を

交
付
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、

市
町
村
か
ら
国
保
事
業
費
納
付
金

を
徴
収
す
る
が
、
こ
の
納
付
金
は
、

補

正

予

算

内

容

Q

A

こ
こ
が
知
り
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

国
保
制
度
改
正
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

一
定
の
国
保
税
負
担
増
は
避
け
ら
れ
な
い

ＱＡＱＡ

田之上健太議員
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　ま
た
、
研
修
で
聞
い
た
話
の
中

で
、
公
園
に
高
齢
者
も
使
え
る
健

康
器
具
的
な
遊
具
を
設
置
し
、
地

域
の
高
齢
者
が
、
健
康
づ
く
り
の

場
と
し
て
多
く
利
用
し
て
い
る
と

い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た

こ
と
も
踏
ま
え
、
公
園
の
在
り
方

も
含
め
た
検
討
も
必
要
で
な
い
か
。

田
之
上
議
員

　サ
ザ
ン
ヒ
ル
ズ
桜
坂
等
の
分
譲

宅
地
や
町
営
住
宅
整
備
の
効
果
も

あ
り
、
現
在
、
安
田
さ
く
ら
園
の

園
児
は
83

人
と
な
っ
て
い
る
。

　保
護
者
の
方
か
ら
は
、
東
島
の

公
園
に
つ
い
て
、
遊
具
の
増
設
や

日
よ
け
・
雨
よ
け
施
設
整
備
の
声

を
聞
く
が
、
対
応
は
で
き
な
い
か
。

東
島
の
公
園
施
設
整
備
に
つ
い
て

安
全
を
第
一
に
、
住
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
と
し
て
い
き
た
い

ＱＡＱＡ

を
受
け
る
た
め
に
は
、
医
療
給
付

水
準
を
全
国
平
均
並
み
に
す
る
必

要
が
あ
り
、
本
町
医
療
費
は
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
高
い

水
準
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
額
な

医
療
費
の
原
因
分
析
を
行
い
、
取

り
組
み
の
重
点
事
項
や
優
先
順
位

を
定
め
る
と
と
も
に
、
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

策
定
に
よ
り
、
取
り
組
み
の
明
確

化
を
図
っ
て
い
く
。

　
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
は
、

健
康
づ
く
り
婦
人
会
な
ど
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
被
保
険
者
一
人
一

人
に
健
康
増
進
へ
の
意
識
改
革
を

働
き
か
け
て
い
る
が
、
特
に
、
４０

〜
５４
歳
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

取
り
組
み
方
の
検
討
も
図
っ
て
い

く
。

西
岡
総
務
課
長

　
税
率
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

算
定
項
目
個
々
に
応
じ
て
、
近
隣

町
村
や
県
試
算
数
値
を
十
分
に
比

較
、
検
討
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
被
保
険
者
の
世
帯
構
成

や
所
得
状
況
等
で
影
響
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
代
表
的
な
世
帯
構
成

を
幾
種
類
か
想
定
し
た
う
え
で
、

比
較
、
検
証
を
行
う
考
え
で
あ
り
、

新
た
な
税
率
は
、
設
定
根
拠
を
明

の
規
制
表
示
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、
現
在
の
形
状
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
状
に
つ
い
て
は
、
安
田
川
橋

の
改
修
以
降
、
住
民
や
交
通
安
全

町
民
会
議
会
員
か
ら
交
差
点
の
形

状
等
に
つ
い
て
、
多
く
の
意
見
が

あ
り
、
指
摘
の
横
断
歩
道
に
つ
い

て
も
、
住
宅
団
地
等
の
整
備
に
伴

う
通
学
者
の
状
況
変
化
か
ら
、
公

安
委
員
会
へ
の
設
置
要
望
を
し
て

い
る
。

　
整
備
の
時
期
は
明
言
で
き
な
い

が
、
今
後
、
安
芸
署
交
通
課
を
窓

口
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
整
備
が

適
切
な
の
か
、
現
地
で
の
検
証
等

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
協
議
等
、
事

務
手
続
き
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

ら
か
に
示
し
た
う
え
で
、
し
っ
か

り
と
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

黒
岩
町
長

　
本
町
の
一
人
当
た
り
医
療
費
は

県
内
で
も
５
番
目
に
高
く
、
今
回

の
制
度
改
正
の
内
容
等
に
照
ら
し
、

ま
た
、
平
成
２０
年
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
創
設
時
に
は
税
率
の
引

き
下
げ
を
行
い
、
そ
の
後
、
未
改

正
の
ま
ま
現
在
に
至
り
、
近
年
は

赤
字
の
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
一
定
の
税
負
担
増
は
避

け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
も
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
よ
る
医
療
費
抑
制
や

受
診
率
向
上
な
ど
に
よ
る
新
た
な

交
付
金
の
獲
得
な
ど
、
税
負
担
増

を
で
き
る
だ
け
抑
制
で
き
る
よ
う
、

種
々
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

田
之
上
議
員

　町
道
安
田
大
野
線
、
国
道
東
島

線
に
つ
い
て
だ
が
、
安
田
川
橋
東

詰
め
か
ら
、
サ
ザ
ン
ヒ
ル
ズ
桜
坂

等
へ
向
か
う
交
差
点
付
近
に
は
、

横
断
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

学
生
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
お
り
、

横
断
歩
道
を
設
置
す
べ
き
で
な
い

か
。　大

野
台
地
へ
は
第
２
期
宅
地
分

譲
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

展
開
も
踏
ま
え
、
住
民
が
安
心
・

安
全
に
利
用
で
き
る
道
路
整
備
を

考
え
ら
れ
た
い
。

西
岡
総
務
課
長

　

　
指
摘
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、

県
代
行
事
業
に
よ
り
国
道
東
島
線

を
整
備
す
る
際
、
平
成
１８
年
に
安

芸
土
木
事
務
所
が
公
安
委
員
会
と

協
議
し
、
交
差
点
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

　
そ
の
後
、
平
成
２４

年
か
ら
は
、

安
田
川
橋
の
改
修
計
画
に
伴
い
、

複
数
の
路
線
が
接
続
す
る
交
差
点

の
安
全
確
保
の
た
め
、
区
画
線
等

安
田
川
橋
東
へ
の
横
断
歩
道
整
備
に
つ
い
て

整
備
要
望
は
し
て
お
り
、
協
議
を
進
め
て
い
く

ＱＡＱＡ

複数路線が交差する安田川橋東
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竹
内
経
済
建
設
課
長

　
質
問
の
公
園
「
安
田
川
ふ
れ
あ

い
広
場
」
は
、
平
成
３
・
４
年
度

に
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

に
よ
り
整
備
し
、
そ
の
後
、
一
部

遊
具
の
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
２２

年
度
に
県
の
地
域
子
育
て
創
生
事

業
費
補
助
金
を
活
用
し
、
遊
具
の

整
備
と
住
民
参
加
に
よ
る
ベ
ン
チ

等
の
組
み
立
て
設
置
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
公
園
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
当
初
か
ら
地
元
の
東
島
部

の
規
定
と
の
法
的
整
合
性
、
考
え

方
は
ど
う
か
。
私
は
、
適
し
な
い

と
思
わ
な
い
し
、
単
に
効
率
性
、

合
理
性
を
考
え
て
の
採
用
と
思
う

が
ど
う
か
。

　⑦
今
回
の
一
括
方
式
の
採
用
は

誰
の
発
案
か
。
外
圧
等
が
あ
っ
た

の
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
他
の

工
事
と
差
別
化
し
た
一
番
の
理
由

は
何
か
。

　⑧
受
注
者
の
決
定
は
、
学
識
経

験
者
３
人
、
行
政
関
係
者
２
人
、

そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
者

１
人
の
計
６
人
で
委
員
会
を
組
織

し
、
平
成
30

年
２
月
に
決
定
す
る

予
定
だ
が
、
こ
の
６
人
の
投
票
に

よ
り
受
注
者
が
決
ま
る
の
か
。
そ

れ
と
も
単
な
る
諮
問
機
関
と
し
て
、

委
員
会
の
決
定
を
参
考
に
町
長
が

決
め
る
の
か
。
委
員
会
で
の
審
議

や
決
定
理
由
の
詳
細
等
は
公
表
を

さ
れ
る
の
か
。

　ま
た
、
重
要
な
委
員
で
も
あ
り
、

委
員
を
選
任
を
す
る
た
め
の
委
員

会
が
設
置
さ
れ
た
り
も
す
る
が
、

今
回
の
委
員
は
ど
の
よ
う
に
選
ば

れ
、
委
員
名
や
役
職
ま
で
公
表
さ

れ
る
の
か
。

　⑨
通
常
の
工
事
で
は
、
設
計
者

が
施
工
の
監
理
監
督
を
行
い
、
そ

の
責
任
を
持
つ
も
の
だ
が
、
今
回

の
方
式
の
場
合
、
設
計
者
と
施
工

落
自
治
会
に
業
務
委
託
を
行
い
、

草
刈
り
や
清
掃
等
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
利
用
状
況
は
、
土
日
、

祝
日
に
は
、
小
さ
な
子
ど
も
連
れ

の
親
子
が
町
内
外
か
ら
訪
れ
、
春

に
は
、
園
児
や
小
学
生
の
遠
足
先

と
し
て
利
用
さ
れ
、
子
育
て
世
代

や
子
ど
も
の
交
流
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　
遊
具
の
増
設
や
日
よ
け
等
を
含

め
、
環
境
整
備
が
で
き
な
い
か
と

の
こ
と
だ
が
、

利
用
し
や
す
い

施

設

の

整

備

は
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
安

全
性
の
確
保
が

第
一
で
あ
り
、

地

元

や

保

護

者
、
公
園
利
用

者
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
安

全
等
を
考
慮
し

た
う
え
で
、
住

民
に
愛
さ
れ
る

施
設
と
し
て
検

討
し
て
い
き
た

い
。

竹
内
（
隆
）
議
員

　①
町
民
か
ら
の
疑
問
と
し
て
、

３
年
以
内
に
は
高
規
格
道
路
の
安

田
イ
ン
タ
ー
が
決
ま
る
の
に
、
何

故
そ
れ
を
待
っ
て
庁
舎
の
位
置
決

定
を
し
な
か
っ
た
か
と
の
意
見
が

あ
る
。

　町
長
の
視
野
に
は
、
イ
ン
タ
ー

と
町
村
合
併
は
間
違
い
な
く
入
っ

て
い
た
は
ず
な
の
に
、
急
い
で
現

在
の
狭
隘
な
場
所
を
選
ば
ず
と
も
、

広
々
と
し
た
場
所
で
、
新
県
道
や

国
道
と
も
２
車
線
で
つ
な
が
り
、

将
来
の
発
展
が
期
待
で
き
た
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
合
併
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
。

　②
同
じ
く
、
イ
ン
タ
ー
近
く
の

高
台
に
移
転
す
れ
ば
、
本
年
度
完

成
予
定
の
黒
潮
町
新
庁
舎
の
よ
う

に
、
津
波
浸
水
も
な
く
、
防
災
中

枢
機
能
の
拠
点
と
し
て
、
浸
水
し

な
い
高
規
格
道
路
や
２
車
線
道
路

に
囲
ま
れ
、
交
通
の
麻
痺
も
少
な

く
、
役
割
を
十
二
分
に
発
揮
で
き

る
と
の
意
見
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　③
前
回
の
質
問
以
降
、
何
点
か

問
う
。
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
や

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、

建
設
費
用
14

億
円
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
か
。
ま
た
、
か
な
り
高
額

に
な
る
と
思
う
が
、
ど
の
程
度
見

込
ま
れ
て
い
る
か
。

　④
新
庁
舎
に
農
協
や
郵
便
局
が

入
ら
な
い
場
合
の
家
賃
の
根
拠
と

な
る
建
築
費
の
差
額
は
試
算
し
た

の
か
。
試
算
し
て
い
れ
ば
、
そ
の

金
額
及
び
家
賃
の
想
定
額
は
い
く

ら
か
。

　⑤
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

設
計
施
工
一
括
発
注
の
県
内
事
例

の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
根
拠
と
な
る
考
え
方
は
ど
う

で
あ
る
か
。

　⑥
今
回
の
一
括
方
式
の
特
別
と

す
る
随
意
契
約
は
、
地
方
自
治
法

施
行
令
に
定
め
る
「
そ
の
他
の
契

約
で
そ
の
性
質
又
は
目
的
が
競
争

入
札
に
適
し
な
い
も
の
を
す
る
と

き
」
に
よ
る
も
の
と
聞
く
が
、
こ

休日は親子連れ等でにぎわう公園

新
庁
舎
建
設
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

　p
a
r
t
２

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
要
求
水
準
書
に
基
づ
く
事
業
提
案
が
作
成
中

ＱＡＱＡ

竹内隆一議員
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者
が
一
体
で
あ
り
、
そ
う
い
う
訳

に
い
か
な
い
と
思
う
が
、
誰
が
厳

し
く
監
理
監
督
を
行
う
の
か
。
別

に
委
託
契
約
を
行
え
ば
、
二
重
に

経
費
も
か
か
り
、
合
理
性
が
な
い

の
で
は
な
い
か
。

南
副
町
長

　
①
、
②
に
つ
い
て
だ
が
、
今
後
、

地
域
高
規
格
道
路
の
ル
ー
ト
が
ど

こ
に
選
定
さ
れ
る
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
基
本
的
に
、
町
の
中
心
地
は

現
在
の
庁
舎
周
辺
で
あ
り
、
輝
る

ポ
ー
ト
安
田
な
ど
を
含
め
た
商
店

止
す
る
た
め
、
全
て
の
結
果
が
出

た
時
点
で
、
審
議
結
果
等
と
合
わ

せ
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
委
員
の
選
任
に
当
た
っ
て

は
、
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
に
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
大
学
教
授

や
建
築
関
係
を
は
じ
め
、
県
か
ら

も
関
係
専
門
職
員
に
参
画
い
た
だ

い
て
お
り
、
こ
う
し
た
方
々
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
選
定
を
行
っ

て
い
る
。

　
⑨
設
計
施
工
の
受
注
者
と
は
別

に
、
技
術
的
な
中
立
性
を
保
ち
つ

つ
、
発
注
者
側
に
立
っ
て
工
程
や

コ
ス
ト
管
理
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
で
き
る
者
と
、
施
工
監
理
に

関
す
る
契
約
を
別
途
締
結
す
る
。

　
な
お
、
今
回
に
限
ら
ず
、
一
定

規
模
の
工
事
で
は
、
設
計
や
施
工

と
は
別
に
、
工
事
の
監
理
を
行
う

た
め
の
委
託
契
約
を
行
っ
て
き
て

お
り
、
今
回
も
同
様
に
、
適
正
な

監
理
監
督
の
で
き
る
者
と
契
約
を

結
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

街
や
ま
ち
な
み
交

流
館
「
和
」
と
の

連

携

等

を

持

っ

て
、
こ
こ
を
中
心

に
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
面
で

も
、
新
庁
舎
位
置

は
、
予
見
し
得
る

最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
で
も
、
非
浸
水

区
域
と
な
っ
て
お

り
、
防
災
拠
点
施

設
と
し
て
、
十
分

機
能
を
発
揮
で
き

る

と

考

え

て

い

る
。

　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
平

成
の
大
合
併
時
に
周
辺
自
治
体
と

の
合
併
協
議
が
頓
挫
し
た
経
緯
が

あ
り
、
現
時
点
で
は
、
国
の
動
向

等
を
注
視
し
つ
つ
、
当
面
、
単
独

自
立
で
行
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
、
一
朝
一
夕
に
答
え
が
出
る
よ

う
な
課
題
で
な
い
こ
と
を
ご
理
解

願
う
。

中
川
地
域
創
生
課
長

　
③
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
実
施
中
の
設
計
施

工
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
設
備
要
件
に

含
ま
れ
て
お
り
、
各
事
業
者
か
ら
、

要
求
水
準
に
沿
っ
た
、
最
適
な
提

案
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。
な

お
、
そ
の
規
模
等
ま
で
は
指
定
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
は
不

明
で
あ
り
、
１４
億
円
の
予
算
内
で
、

実
用
的
な
設
備
が
提
案
さ
れ
る
。

　
④
農
協
等
が
入
ら
な
か
っ
た
場

合
の
建
築
費
の
差
額
に
つ
い
て
は
、

詳
細
設
計
未
策
定
の
た
め
不
明
で

あ
る
が
、
想
定
さ
れ
る
面
積
割
合

は
８
％
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
使
用
料
等
を
含
め
、
公
に
回
答

で
き
る
状
況
に
な
い
こ
と
を
理
解

い
た
だ
い
た
う
え
で
、
現
時
点
で

は
、
建
築
費
に
占
め
る
実
費
用
額

の
見
込
み
や
面
積
案
分
等
に
よ
り
、

３０
年
程
度
で
の
家
賃
に
よ
る
回
収

を
考
え
て
い
る
。

　
⑤
他
県
で
は
多
く
の
事
例
が
あ

る
が
、
県
内
で
公
表
さ
れ
て
い
る

範
囲
で
把
握
し
て
い
る
の
は
、
平

成
１３
年
竣
工
の
高
知
市
発
注
に
よ

る
東
部
運
動
場
内
の
「
く
ろ
し
お

ア
リ
ー
ナ
」
の
ほ
か
、
本
年
度
県

発
注
の
春
野
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
の
大
型
映
像
装
置
改
修
工

事
が
あ
る
が
、
発
注
者
の
考
え
方

ま
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
⑥
随
意
契
約
に
関
す
る
考
え
方

は
、
地
方
自
治
法
及
び
同
施
行
令

に
基
づ
く
も
の
で
、
公
共
工
事
の

品
質
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
ほ
か
、
総
務
省
通
知
等
に
よ
る
、

そ
の
推
進
や
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

あ
り
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
「
発
注

者
側
で
詳
細
仕
様
を
規
定
せ
ず
、

企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
任
せ
た
方
が

良
い
提
案
が
出
て
く
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
工
種
」
に
該
当
す
る
と

整
理
し
て
い
る
。

　
⑦
国
の
方
で
は
、
設
計
や
施
工

監
理
を
行
う
専
門
的
な
技
術
者
を

有
し
な
い
自
治
体
に
あ
っ
て
は
、

こ
う
し
た
新
し
い
手
法
に
よ
り
、

よ
り
良
い
提
案
、
ま
た
、
良
い
物

が
で
き
る
よ
う
推
進
を
図
る
べ
き

と
の
考
え
が
あ
り
、
国
の
方
針
や

全
国
で
の
自
治
体
の
実
例
を
参
考

に
、
慎
重
に
検
討
し
た
う
え
で
、

設
計
施
工
一
体
方
式
の
活
用
が
最

適
な
手
法
で
あ
る
と
判
断
し
、
採

用
を
し
て
い
る
。

　
⑧
委
員
会
の
設
置
目
的
は
「
新

庁
舎
建
設
に
係
る
設
計
業
務
及
び

施
工
業
務
の
事
業
者
を
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
公
平
か
つ
適

正
に
選
定
す
る
た
め
」
と
し
て
お

り
、
委
員
会
の
決
定
事
項
は
最
大

限
尊
重
す
る
し
、
当
然
、
そ
の
結

果
等
も
公
表
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
委
員
名
等
に
つ
い
て

は
、
個
人
へ
の
働
き
掛
け
等
を
防

安田の中心街

と
ん 

ざ

な
ご
み
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て
も
、
役
員
の
み
で
雇
用
者
の
な

い
１
業
者
を
除
き
、
全
て
が
加
入

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
７
業
者
の
う
ち
、
水
道

事
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
業
者

は
４
業
者
で
あ
り
、
水
道
事
業
の

み
の
業
者
が
、
別
に
１
業
者
あ
る
。

竹
内
経
済
建
設
課
長

　
水
道
工
事
は
、
住
民
生
活
に
密

接
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
業
者

選
定
に
当
た
っ
て
は
、
町
の
指
名

基
準
に
基
づ
き
、
工
事
の
特
性
に

対
応
で
き
る
業
者
を
総
合
的
に
判

断
し
て
指
名
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
入
札
は
、
公
平
性
、
透

濵
口
議
員

　平
成
13

年
度
に
業
態
調
査
を
報

告
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
時
、
退

職
金
共
済
に
加
入
し
て
い
な
い
業

者
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
保
険
制

度
へ
の
加
入
は
、
公
共
事
業
を
行

う
場
合
、
県
で
は
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
が
、
現
在
、
本
町
の
業
者

の
雇
用
保
険
等
へ
の
加
入
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　ま
た
、
前
段
の
報
告
時
、
土
木

と
水
道
の
両
事
業
が
実
施
で
き
る

業
者
は
５
業
者
あ
っ
た
が
、
現
在

の
状
況
は
ど
う
か
。

　２
点
目
と
し
て
、
現
在
、
水
道

事
業
の
実
施
が
多
く
、
落
札
金
額

も
高
額
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

入
札
も
１
回
で
落
札
さ
れ
て
い
る

う
え
、
工
事
の
大
半
は
他
の
町
外

の
下
請
け
業
者
に
よ
り
行
わ
れ
る

と
い
う
状
況
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
は
、
疑
義
を
持

つ
住
民
も
多
く
、
行
政
不
信
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　３
点
目
と
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
と
の
関
係
で
、
水
道
管
の
耐

震
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

西
岡
総
務
課
長

　
本
年
度
の
町
内
業
者
の
状
況
は
、

土
木
業
者
が
７
業
者
で
あ
り
、
保

険
等
に
つ
い
て
は
、
雇
用
者
の
労

働
福
祉
向
上
対
策
と
し
て
加
入
指

導
を
し
て
お
り
、
退
職
金
共
済
へ

は
全
業
者
が
、
雇
用
保
険
に
つ
い

安
田
町
に
事
業
所
を
有
す
る
土
木
業
者
の
業
態
調
査
等
に
つ
い
て

公
平
性
、
透
明
性
を
持
っ
て
事
業
実
施
に
努
め
る

ＱＡＱＡ

町内各地で実施される土木工事（本文とは関係ありません）

濵口智惠男議員

濵
口
議
員

　本
年
度
、
約
560

万
円
の
事
業
費

に
よ
り
、
安
田
地
区
等
で
の
避
難

誘
導
灯
整
備
工
事
が
発
注
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
整
備
箇
所
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
６
月
議

会
で
質
問
し
た
、
住
民
要
望
の
あ
っ

た
、
薬
師
地
区
国
道
沿
い
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
整
備
箇
所
に
含
ま

れ
て
い
る
か
。

　２
点
目
と
し
て
、
丸
共
製
材
前

か
ら
大
野
台
地
へ
の
路
線
を
は
じ

め
、
西
、
中
、
東

と
、
不

動

地

区

に
は
３
本
の
避
難
道
が
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
避
難
道
に
つ
い

て
も
、
同
様
に
整
備
箇
所
に
含
ま

れ
て
い
る
か
。

西
岡
総
務
課
長

　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
に
よ
る

避
難
誘
導
灯
整
備
工
事
は
、
地
元

要
望
に
基
づ
き
、
薬
師
地
区
１
基
、

不
動
地
区
３
基
、
西
新
町
地
区
１

基
を
計
画
し
て
お
り
、
薬
師
地
区

は
質
問
の
あ
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

　
ま
た
、
不
動
地
区
の
う
ち
２
基

は
、
中
の
避
難
路
と
な
る
不
動
大

野
線
へ
の
整
備
で
あ
り
、
丸
共
製

材
前
の
避
難
路
に
つ
い
て
は
、
周

囲
の
樹
木
の
関
係
上
、
太
陽
光
式

の
誘
導
灯
が
設
置
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
別
途
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

へ
の
点
滅
器
具
の
設
置
を
計
画
し

て
い
る
。

　
な
お
、
避
難
誘
導
灯
は
、
避
難

施
設
や
避
難
経
路
を
重
点
的
に
整

備
し
て
き
た
が
、
同
事
業
が
４
年

間
延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
域

住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
必

要
な
箇
所
に
は
さ
ら
に
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

避
難
誘
導
灯
整
備
工
事
に
つ
い
て

必
要
な
箇
所
に
は
設
置
し
て
い
き
た
い

ＱＡＱＡ

避難施設に整備された誘導灯
（地域ふれあいセンター）
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議会は公開が原則です

議会を傍聴してみませんか

＊次回の定例会は、3月中旬にひらかれます。

皆さんお気軽においでください

明
性
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
回
数
も
１
回

の
入
札
が
原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

落
札
の
状
況
は
、
あ
く
ま
で
そ
の

結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
下
請
け
に
関
す
る
件
は
、
建
築

業
法
に
お
い
て
、
一
括
下
請
け
の

禁
止
と
下
請
け
の
で
き
る
範
囲
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
施
工
時
に
は
、

そ
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
水
道
管
の
耐
震
状
況
に
つ
い
て

は
、
中
山
地
区
簡
易
水
道
施
設
は

平
成
２５
年
度
ま
で
に
耐
震
化
が
完

了
し
て
お
り
、
現
在
、
安
田
地
区

の
耐
震
化
を
平
成
３２
年
度
ま
で
の

計
画
で
進
め
て
い
る
。

　
な
お
、
飲
料
水
供
給
施
設
が
５

カ
所
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
簡

易
水
道
会
計
の
財
政
状
況
に
留
意

し
な
が
ら
、
改
修
の
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

濵
口
議
員

　こ
れ
ま
で
の
津
波
避
難
対
策
は
、

避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
も
重
要
な
が

ら
、
避
難
道
整
備
等
の
高
台
避
難

に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
。

　避
難
タ
ワ
ー
と
し
て
は
、
唐
浜

地
区
２
カ
所
、
薬
師
地
区
１
カ
所

が
整
備
さ
れ
た
が
、
最
近
不
動
地

区
で
は
、
住
民
の
声
と
し
て
、
高

台
へ
の
避
難
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
こ
と
や
地
震
で
の
山
崩
れ
を
心

配
す
る
声
。
ま
た
、
国
道
通
行
人

と
の
関
連
か
ら
避
難
タ
ワ
ー
設
置

の
要
望
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
、
不
動
地
区
だ
け
の
こ
と
で
は

な
い
と
思
う
。

　本
町
の
沿
岸
部
と
田
野
町
、
奈

半
利
町
と
は
地
勢
が
異
な
る
こ
と

は
理
解
し
て
お
り
、
同
様
の
整
備

を
求
め
る
も
の
で
な
い
が
、
庁
舎

建
設
等
の
大
規
模
事
業
の
実
施
等

で
、
他
事
業
へ
の
影
響
を
心
配
す
る

声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
、
町

長
任
期
中
に
、
中
期
的
な
整
備
計

画
等
を
策
定
し
、
沿
岸
地
域
の
住

民
を
安
心
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

西
岡
総
務
課
長

　
津
波
避
難
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
各
地
域
の
地
理
的
状
況
や
津

波
到
達
時
間
等
を
考
慮
し
、
避
難

タ
ワ
ー
や
避
難
路
整
備
等
の
検
討

を
行
い
、
各
地
域
の
実
情
に
即
し

た
整
備
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

　
不
動
地
区
に
つ
い
て
は
、
大
野

台
地
と
太
平

洋
に
挟
ま
れ

た
地
形
の
中

で
、
い
か
に

し

て

早

く
、

１
ｍ
で
も
高

い
場
所
に
避

難
す
る
か
が

重
要
で
あ
る

こ

と

か

ら
、

背
後
地
の
大

野
台
地
に
向

か
う
町
道
や

急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
施
設

を
活
用
し
た

避
難
路
整
備

を
行
っ
て
き

た
。

　
今

後

は
、

避
難
路
活
用
の
実
効
性
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
い
た

う
え
で
、
必
要
な
補
完
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の
過
程
の
中
で
、

避
難
タ
ワ
ー
設
置
の
必
要
性
も
含

め
た
検
討
を
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。

今
後
の
津
波
避
難
施
設
等
の
設
置
計
画
に
つ
い
て

現
有
施
設
の
実
効
性
を
高
め
な
が
ら
、
必
要
な
整
備
を
検
討
し
て
い
く

ＱＡＱＡ

町内に整備された津波避難タワー（唐浜）
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

日
時
　
平
成
２９
年
１１
月
２９
日

調
査
事
項

①
平
成
２９
年
度
経
済
建
設
課
・

町
民
生
活
課
の
主
要
事
業
の

執
行
状
況
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
経
済
建
設
課
、
町
民
生
活
課

か
ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
を

受
け
、
現
地
視
察
、
協
議
の

後
、
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
住
宅
、
水
道
使
用
料
の
滞
納

者
に
つ
い
て
は
、
税
等
と
の

重
複
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
滞

納
状
況
の
分
析
や
他
課
と
の

情
報
共
有
、
連
携
を
持
っ

て
、
解
消
に
努
め
る
こ
と
。

◎
防
犯
対
策
等
の
観
点
か
ら
、

町
有
施
設
に
つ
い
て
、
カ
メ

ラ
の
設
置
を
検
討
す
る
こ

と
。

日
時
　
平
成
２９
年
１２
月
１
日

調
査
事
項

①
平
成
２９
年
度
総
務
課
・
地
域

創
生
課
・
教
育
委
員
会
の
主

要
事
業
の
執
行
状
況
に
つ
い

て
②
そ
の
他

経
過

　
総
務
課
、
地
域
創
生
課
、
教

育
委
員
会
か
ら
資
料
に
基
づ

き
説
明
を
受
け
、
現
場
視

察
、
協
議
の
後
、
次
の
と
お

り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
新
庁
舎
建
設
に
当
た
っ
て

は
、
地
元
業
者
等
の
活
用
及

び
工
事
期
間
中
に
お
け
る
周

辺
住
民
へ
の
対
応
に
十
分
配

慮
す
る
こ
と
。

◎
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、

事
例
を
安
易
に
判
断
す
る
こ

と
な
く
、
当
事
者
の
認
識
に

十
分
留
意
し
て
、
対
応
に
努

め
る
こ
と
。

　
産
業
厚
生
・
総
務
教
育
の
両
常
任
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど
所
管
事

項
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
議
長
に
報
告
し
た
。

連
盟
平
成
29

年
度
総
会
・

整
備
促
進
大
会（

安
芸
市
）

20

日
＝
第
3
回
ご
め
ん
・
な
は
り

線
活
性
化
協
議
会
総
会

（
安
芸
市
）

　
　
　第
1
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

（
安
芸
市
）

24

日
＝
第
20

回
全
国
農
業
担
い
手

サ
ミ
ッ
ト
in

こ
う
ち

（
高
知
市
）

　
　
　第
20

回
全
国
農
業
担
い
手

サ
ミ
ッ
ト
in

こ
う
ち

　芸

東
・
中
芸
地
域
交
流
会

（
奈
半
利
町
）

　
　
　平
成
29

年
度
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー

　
　
　（
高
知
市
）

25

日
＝
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部

連
盟
四
国
地
方
整
備
局
要

望 

　
　
　

 

（
高
松
市
）

26

日
＝
安
田
川
分
水
対
策
委
員
会

　
　
　―

　11

　月

　―

1
日
＝
平
成
29

年
度
高
知
県
戦
没

者
追
悼
式

　（
高
知
市
）

3
日
＝
ロ
ー
ソ
ン
安
田
町
唐
浜
店

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

4
日
＝
県
選
出
国
会
議
員
と
町
村

長
・
町
村
議
会
議
長
と
の

意
見
交
換
会
（
高
知
市
）

6
日
＝
第
27

回
安
田
川
分
水
連
絡

協
議
会

　
　（
高
知
市
）

10

日
＝
第
69

回
関
東
高
知
県
人
大

懇
親
会

　
　（
東
京
都
）

14

日
＝
町
戦
没
者
等
追
悼
式

20

日
＝
地
方
自
治
法
施
行
70

周
年

記
念
式
典
及
び
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

　（
東
京
都
）

21

日
＝
県
選
出
国
会
議
員
と
町
村

議
会
議
長
と
の
意
見
交
換

会

　
　
　
　（
東
京
都
）

22

日
＝
第
61

回
町
村
議
会
議
長
全

国
大
会

　
　（
東
京
都
）

24

日
＝
議
員
協
議
会

25

日
＝
平
成
29

年
度
安
田
町
社
会

福
祉
大
会
・
福
祉
運
動
会

29

日
＝
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

30

日
＝
第
2
回
大
川
村
だ
け
じ
ゃ

な
い
地
方
議
員
の
会

（
高
知
市
）

　
　
　―

　12

　月

　―

1
日
＝
議
員
協
議
会

　
　
　総
務
教
育
常
任
委
員
会

2
日
＝
第
24

回
寧
浦
全
国
色
紙
展

開
会
式
典

6
日
＝
議
員
協
議
会

8
日
＝
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　―

　9

　月

　―

15

日
＝
議
員
協
議
会

16

日
＝
安
田
中
学
校
体
育
大
会

19

日
＝
第
96

代
高
知
県
議
会
議
長

就
任
祝
賀
会（

奈
半
利
町
）

26

日
＝
高
知
県
道
路
課
へ
の
要
望

活
動

　
　
　（
高
知
市
）

　
　
　平
成
29

年
度
四
国
四
県
町

村
長
・
議
長
大
会

（
高
知
市
）

28

日
＝
第
4
回
中
芸
広
域
連
合
議

会
9
月
定
例
会

30

日
＝
日
本
遺
産
認
定
記
念
祝
宴

（
奈
半
利
町
）

　
　
　―

　10

　月

　―

1
日
＝
日
本
遺
産
認
定
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

　（
田
野
町
）

4
日
＝
第
2
回
安
芸
広
域
市
町
村

圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
議
会
定
例
会

（
奈
半
利
町
）

7
日
＝
敬
老
会

12

日
＝
第
58

回
四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会
研
修
会

（
松
山
市
）

16

日
＝
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部

議
会
の
う
ご
き
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2月28日納期日

和通信
なごみ

　立春も過ぎ、ようやく春めいてきました。

　梅見月という言葉もあります。

　庭の木々たちも春待ち顔で、ほほ笑んでいるようです。

　志国高知 幕末維新博関連企画展「其の後の海援隊士たち－龍馬スピリットの行

方－」、県内外からたくさんの方にご観覧いただき、好評です。

　ぜひご来館くださいませ。職員一同お待ちしています。

安田まちなみ交流館・和
開 館 時 間／午前9：00～午後5：00
企画展観覧料／200円
       （高校生以下、障害者手帳所持者無料）
定 休 日／水曜日
【※企画展開催期間中は無休】

安田町大字安田１６７４－１ ☎・FAX 38-3047
http://yasuda-nagomi.com/

なごみ

安

　田

　文

　芸

（順不同）

　
短

　歌

清
岡

　恭
子

名
ば
か
り
の
母
を
演
じ
て
半
世
紀

　パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
余
生
楽
し
む

突
然
に
来
る
か
も
知
れ
ぬ
子
を
待
ち
て

　太
く
メ
モ
書
き
家
を
留
守
に
す

　
川

　柳

清
岡

　恭
子

孫
見
れ
ば
財
布
の
口
が
自
動
ド
ア

二
ヶ
月
の
年
金
使
い
寝
正
月

西
岡

　益
子

初
仕
事
洗
濯
機
よ
り
あ
き
れ
声

乗
る
前
に
体
重
計
に
言
い
訳
し

中

　
　淑
美

「
お
お
寒
い
」
ひ
と
り
お
鍋
で
な
お
寒
い

こ
こ
掘
れ
と
教
え
て
く
れ
る
犬
よ
来
い

小
松
由
加
子

な
す
の
ト
ゲ
じ
く
じ
く
痛
む
年
の
瀬
に

孫
一
才
歩
く
か
走
る
か
思
案
す
る長

戸

　寿
子

初
雪
を
帽
子
で
受
け
て
雪
の
う
た

ビ
ル
の
間
に
富
士
を
仰
ぎ
て
幸
う
れ
し

固定資産税 第 4 期分
国民健康保険税 第 8 期分
後期高齢者医療保険料 第 8 期分

お父さん、お母さん、ありがとう！わたし、1歳になりました。

大きく
　なったでしょ！

今月号では平成２９年１月生まれの子どもを紹介します。

とびっきりの笑顔でデビューです。
１月３１日生まれ

筒井　星翔ちゃん
（西島）父：識真さん

　　　  母：瞳さん

笑顔を絶やさず、元気に育って
ね。

せい  か

ま


